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一
　
は
じ
め
に

　
立
憲
政
治
が
十
全
に
行
わ
れ
る
前
提
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る
憲
法
講
義
の
開
設
、
教
科
書
の
執
筆
や
刊
行
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
憲
法
学
教
育
」
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
近
代
中
国
に
お
い
て
は
、
憲
法
制
定
と
共
に
、
憲
法
に
つ
い
て
の
様
々
な
教
育
も
展
開
さ
れ
た
。
日
本
が
近
代
中
国

の
教
育
分
野
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
研（
1
）究は

多
く
存
在
す
る
が
、
憲
法
の
教
育
に
的
を
絞
っ
た
研
究
は
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
近
代

中
国
に
お
い
て
は
、
憲
法
典
や
憲
法
学
の
継
受
に
加
え
、
立
憲
政
治
の
基
盤
と
も
言
う
べ
き
憲
法
学
教
育
に
お
い
て
も
、
日
本
の
国
体
観

念
と
明
治
憲
法
で
初
め
て
概
念
化
さ
れ
た
統
治
権
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
本
稿
は
、
ま
ず
学
制
改
革
を
背
景
と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
近
代
中
国
の
憲
法
を
め
ぐ
る
教
育
の
輪
郭
を
描
き
出
す
。
次
に
日
本
の
法

学
教
育
機
関
で
あ
っ
た
法
政
大
学
法
政
速
成
科
、
中
国
に
お
い
て
編
訳
さ
れ
た
日
本
人
の
著
作
に
よ
り
憲
法
に
関
わ
る
教
育
が
行
わ
れ
た

機（
2
）関と

し
て
の
北
洋
法
政
学
堂
、
さ
ら
に
中
国
に
お
い
て
、
日
本
人
教
員
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
た
京
師
法
律
学
堂
、
そ
し
て
「
日
本

派
」
の
中
国
人
を
中
心
と
し
て
憲
法
に
つ
い
て
の
教
育
も
行
っ
た
朝
陽
大
学
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
持
つ
特
徴
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
、
近
代
中
国
の
憲
法
学
教
育
の
変
遷
過
程
に
お
い
て
日
本
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
学
制
改
革
の
下
で
展
開
さ
れ
た
近
代
中
国
の
憲
法
学
教
育
の
全
体
像

　
近
代
中
国
に
展
開
し
た
憲
法
学
教
育
は
、
近
代
西
洋
法
思
想
の
流
入
を
き
っ
か
け
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
本
章
で
は
、
西
洋
法
教
育
の

方
法
が
如
何
に
近
代
中
国
に
継
受
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
全
体
像
を
論
じ
る
。
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㈠
　
近
代
西
洋
法
思
想
の
流
入
と
近
代
初
期
の
学
堂
に
お
け
る
法
律
教
育

　
春
秋
戦
国
期
ま
で
、
中
国
の
統
治
者
た
ち
は
「
民
が
争
う
心
を
持
つ
恐
れ
が
あ
る
の
で
刑
を
記
す
法
を
作
ら
な（
3
）い」

こ
と
を
意
識
し
、

「
個
別
事
件
に
合
わ
せ
て
臨
時
に
処
罰
の
方
法
と
そ
の
程
度
を
制
定
し
、
予
め
法
を
設
け
な（
4
）い」

こ
と
と
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
広
く
周

知
す
る
法
典
も
な
く
、
法
に
関
す
る
教
育
も
な
か
っ
た
。
戦
国
期
に
入
っ
て
、
各
諸
侯
国
が
そ
れ
ぞ
れ
成
文
法
典
を
公
布
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
法
の
教
育
は
可
能
と
な
っ
た
。
当
時
、「
官
学
（
＝
官
立
の
学
堂
）」
と
「
私
学
（
＝
私
立
の
学
堂
）」
が
併
存
し
、「
授
業
の
時
間
、

さ
ら
に
教
学
の
内
容
や
方
法
な
ど
は
教
師
に
よ
っ
て
自
由
に
決
め
ら
れ
、
統
一
さ
れ
た
教
科
書
も
な
か
っ
た
た
め
、
異
論
が
あ
れ
ば
自
由

に
論
争
で
き
、
学
徒
の
方
に
も
自
由
が
認
め
ら
れ
、
自
由
に
教
師
を
選
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
門
宗
（
＝
学
派
）
を
改
易
す
る
こ
と
も
認

め（
5
）」

ら
れ
た
。
秦
王
朝
が
中
国
を
統
一
し
た
後
、
始
皇
帝
は
李
斯
の
提
案
を
聞
き
入
れ
、
法
家
以
外
の
説
、
さ
ら
に
官
・
私
両
学
を
全
て

廃
棄
し
、
秦
の
律
・
詔
・
法
令
を
中
心
に
全
国
で
法
律
教（
6
）育普
及
さ
せ
た
。
そ
の
後
に
登
場
し
た
漢
の
世
で
、
官
・
私
両
学
が
再
び
興
り
、

儒
学
を
中
心
と
す
る
官
学
と
異
な
り
、
私
学
で
は
「
漢
律
を
専
門
に
し
て
教（
7
）え」

ら
れ
、「
律
学
」
と
し
て
知
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
律

学
は
「
中
国
古
代
に
あ
る
専
門
的
な
法
学
教
育
機
関
に
置
か
れ
た
独
立
し
た
学（
8
）科」
と
し
て
、
北
宋
王
朝
ま
で
踏
襲
さ
れ
た
。
同
時
に
注

目
す
べ
き
は
、
漢
王
朝
か
ら
南
北
朝
に
至
る
ま
で
、「
引
経
決
獄
（
儒
教
の
経
典
を
引
用
し
て
刑
罰
を
決
め
る
こ
と
）」
と
「
以
礼
入
法
（
罪
を

判
断
す
る
時
に
法
律
だ
け
で
な
く
同
時
に
礼
教
も
配
慮
す
る
こ
と
）」
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
法
律
教
育
と
儒
学
理
論
が
漢
王
朝
の
時
代
か
ら
次

第
に
一
体
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
専
門
的
に
法
律
を
教
え
る
「
律
学
」
が
南
宋
王
朝
で
撤
廃
さ
れ
て
以
降
、
法
学
教
育
は
、
王
朝
に
よ
っ

て
重
要
視
さ
れ
る
程
度
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
①
国
子（
9
）学で

法
律
課
程
を
設
け
律
令
を
学
ぶ
こ
と
と
、
②
官
・
私
学
に
も
か
か
わ
ら
ず
儒

学
典
籍
に
あ
る
法
律
に
関
わ
る
思
想
や
原
則
を
学
ぶ
と）
10
（

の
二
つ
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
方
、
法
律
に
関
す
る
文
献
は
、

経
・
史
・
子
・
集
か
ら
成
る
「
四
部
之
）
11
（

学
」
と
い
う
中
国
の
古
典
的
な
「
分
）
12
（

科
」
の
中
に
分
散
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
学
術

分
科
の
体
系
の
下
の
法
学
教
育
の
形
態
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
西
洋
法
思
想
の
伝
播
に
伴
い
、
次
第
に
変
わ
り
始
め
た
。
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ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
近
代
西
洋
の
国
際
法
が
中
国
人
の
視
野
に
入
り
始
め
た
。
こ
の
時
期
、
清
国
政
府
に
お
い
て
洋
務
派
と
保
守
派
が
激

し
く
対
立
し
て
い
た
。
外
交
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
一
八
六
〇
年
に
総
理
各
国
事
務
衙
門
の
設
立
に
続
き
、
西
洋
語
を
学
ん
で
国
際
法

の
著
作
を
翻
訳
す
る
機
関
と
し
て
京
師
同
文
舘
（
一
八
六
二
年
）、
上
海
広
方
言
館
（
一
八
六
三
年
）、
広
東
広
方
言
館
（
一
八
六
四
年
）
が

そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
た
。『
万
国
公
法
』
は
京
師
同
文
舘
に
勤
め
て
い
た
丁
韙
良
（W

illiam
 M
artin

、
一
八
二
七
〜
一
九
一
六
、
ア
メ
リ
カ
人
宣

教
師
）
に
よ
っ
て
中
国
語
訳
さ
れ
、
一
八
六
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
）
13
（

る
。
一
八
六
七
年
夏
、
洋
務
派
の
勢
力
が
優
勢
と
な
り
、
彼

ら
は
国
際
法
に
精
通
し
た
人
材
を
養
う
目
的
で
、
一
二
月
に
丁
に
命
じ
て
同
館
で
国
際
法
の
講
義
を
始
め
さ
せ
た
。
一
八
七
〇
年
、
丁
は

外
国
語
教
育
の
他
に
、
西
洋
式
の
学
術
分
野
に
則
し
て
、
数
学
、
化
学
、
天
文
学
な
ど
の
学
科
目
を
入
れ
、
修
業
年
限
を
八
年
と
五
年
と

す
る
二
つ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
）
14
（
り
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
万
国
公
法
の
授
業
が
設
け
ら
れ
た
。
京
師
同
文
舘
自
体
は
「
伝
統
教
育
モ
デ
ル

か
ら
新
式
教
育
モ
デ
ル
へ
の
転
換
）
15
（
点
」
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
館
で
開
設
さ
れ
た
国
際
法
の
授
業
も
「
近
代
中
国
に
お
け
る
新
式
法

学
教
育
の
芽
生
）
16
（
え
」
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
時
期
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
た
ち
は
中
国
で
「
教
会
学
堂
（
教
会
が

設
立
し
運
営
す
る
学
堂
を
指
す
）」
を
設
立
し
始
め
た
が
、
講
義
の
内
容
は
主
に
宗
教
と
自
然
科
学
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
学
堂
は
皆
、「
西
洋
式
の
分
科
原
則
に
則
し
て
教
学
を
構
築
し
）
17
（
た
」
た
め
、
こ
れ
ら
の
教
会
学
堂
を
通
し
て
西
洋
の
近
代
的
学
術
分
野

の
学
科
目
は
あ
る
程
度
近
代
中
国
に
定
着
し
た
。

　
西
洋
の
科
学
技
術
と
学
術
体
系
か
ら
影
響
を
受
け
て
、
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
多
く
の
学
堂
は
西
洋
式
の
「
分
科
」
を
も
と
に
科
目

を
設
け
、
教
学
を
行
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
教
学
の
内
容
は
軍
事
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
、
軍
事
技
術
や
科
学
技
術
の
学
習
に
集
約
さ
れ
、

政
治
や
法
律
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
、
洋
務
運
動
の
進
展
と
教
会
学
堂
の
設
立
に
伴
い
、
近
代
西
洋
の
学
術
体
系
は
中
国
に
広
ま
っ
て
い

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
中
国
伝
統
の
学
術
体
系
と
し
て
の
「
四
部
之
学
」
は
ぐ
ら
つ
き
始
め
て
い
た
。
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㈡
　
日
清
戦
争
以
降
の
日
本
式
学
制
と
新
式
分
科
の
確
立

　
日
清
戦
争
に
お
け
る
北
洋
艦
隊
の
覆
滅
は
、
洋
務
運
動
が
失
敗
し
た
こ
と
を
世
に
告
げ
た
。
清
国
で
は
日
本
の
軍
事
技
術
、
近
代
的
政

治
・
法
律
制
度
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
学
ぶ
動
き
が
起
こ
っ
た
。
梁
啓
超
は
、「
日
本
の
国
律
、
民
律
、
商
律
、
刑
律
を
説
く
本
を
全
て

訳
し
、
そ
の
真
髄
を
汲
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
）
18
（
い
」
と
、
主
張
し
た
。
こ
の
時
期
、
日
本
人
の
学
者
が
著
し
た
多
く
の
法
律
学
と
政
治
学
の

著
作
が
中
国
語
に
訳
さ
れ
る
に
伴
い
、
法
律
学
は
新
し
い
独
立
学
科
と
し
て
新
し
い
学
堂
で
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

近
代
法
学
教
育
の
確
立
は
新
学
制
の
改
革
と
「
新
分
科
」
の
確
立
の
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

1　

日
本
式
学
制
の
確
立

　
一
八
九
八
年
に
起
こ
っ
た
戊
戌
変
法
以
降
、
清
国
朝
野
は
日
本
の
教
育
制
度
の
導
入
を
模
索
し
、
教
育
視
察
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
た
。

彼
ら
の
視
察
報
告
に
は
、「（
日
本
は
）
政
治
・
教
育
を
改
め
、
学
校
を
広
く
興
し
（
中
略
）
旧
慣
を
一
掃
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
（
日
本

は
）
文
明
国
に
列
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
羨
望
の
的
と
な
り
、
西
洋
列
強
に
敬
服
さ
れ
）
19
（
た
」
等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
同
時
に
、
梁
啓
超
を

は
じ
め
立
憲
君
主
政
体
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
変
法
維
新
派
た
ち
も
、「
日
本
を
媒
介
と
し
て
西
洋
式
の
教
育
を
導
入
し
、
日
本
の
経
験

を
参
考
と
し
て
中
国
の
教
育
改
革
を
行
う
こ
）
20
（
と
」
を
、
強
く
主
張
し
た
。

　
戊
戌
変
法
に
失
敗
し
た
が
、
庚
子
国
難
に
直
面
し
た
清
国
政
府
は
、
一
九
〇
一
年
に
再
び
新
政
と
い
う
変
法
を
断
行
し
た
。
新
政
実
行

の
た
め
の
人
材
を
養
う
た
め
、
張
之
洞
ら
は
「
江
楚
会
奏
変
法
三
摺
」
を
上
奏
し
て
、
文
・
武
学
堂
の
設
立
、
科
挙
制
度
の
改
革
、
海
外

留
学
の
奨
励
を
求
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
背
景
と
し
て
、
一
九
〇
二
年
八
月
、
教
育
を
司
る
管
学
大
臣
張
百
熙
の
主
導
に
よ
り
、「
辛
丑
学
制
」
と
呼
ば
れ

る
「
欽
定
学
堂
章
程
」
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
章
程
は
「
諸
外
国
、
こ
と
に
日
本
の
制
度
を
参
照
し
て
作
成
し
た
も
の
で
、
学
校
制
度
は
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初
等
教
育
機
関
と
し
て
の
蒙
学
堂
（
四
年
）、
尋
常
小
学
堂
（
四
年
）、
高
等
小
学
堂
（
四
年
）、
中
等
教
育
機
関
と
し
て
の
中
学
堂
（
四

年
）、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
高
等
学
堂
ま
た
は
大
学
予
備
科
、
大
学
堂
（
い
ず
れ
も
三
年
）、
大
学
院
（
無
定
期
）
の
三
段
階
八
種
類
の

学
堂
で
構
成
さ
れ
）
21
（
て
」
い
た
。
し
か
し
、
同
学
制
は
保
守
派
の
反
対
を
招
き
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
〇
四
年
一
月
、
張
百

熙
は
再
び
張
之
洞
ら
と
共
同
で
「
癸
卯
学
制
」
と
呼
ば
れ
る
「
奏
定
学
堂
章
程
」
を
定
め
、
清
国
政
府
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
。
同
章
程

の
最
大
の
特
徴
は
、「
当
時
の
日
本
の
制
度
を
全
面
的
に
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
こ
）
22
（

と
」
で
あ
る
。
翌
年
、
中
国
で
千
年
以
上
施
行
さ
れ
て

き
た
科
挙
制
度
が
正
式
に
廃
止
さ
れ
、
清
国
政
府
は
学
堂
を
中
心
に
新
式
教
育
の
整
備
を
始
め
た
。

　
新
学
制
の
制
定
か
ら
清
国
皇
帝
の
退
位
に
至
る
ま
で
、
近
代
中
国
の
法
学
教
育
で
は
基
本
的
に
「
普
通
高
等
法
学
教
育
と
已
仕
（
既
に

官
職
に
就
い
て
い
る
人
）
成
人
法
学
教
育
の
二
つ
が
融
合
し
た
シ
ス
テ
）
23
（
ム
」
が
採
用
さ
れ
た
。

　
普
通
高
等
法
学
教
育
に
つ
い
て
、
一
九
〇
四
年
一
月
に
公
布
さ
れ
た
「
奏
定
大
学
堂
章
）
24
（

程
」
に
よ
る
と
、
大
学
堂
が
、
経
学
科
、
政
法

科
、
文
学
科
、
医
科
、
格
致
科
、
農
科
、
工
科
、
商
科
の
八
つ
の
学
科
に
分
け
ら
れ
た
。
そ
の
内
の
政
法
科
に
は
、
政
治
門
と
法
律
門
が

含
ま
れ
る
。
法
律
門
は
主
に
法
律
原
理
学
、
大
清
律
例
要
義
、
中
国
歴
代
刑
法
考
、
中
国
古
今
歴
代
刑
法
考
、
東
西
各
国
法
制
比
較
、
各

国
憲
法
、
各
国
民
法
及
び
民
事
訴
訟
法
、
各
国
商
法
、
交
渉
法
、
泰
西
各
国
法
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
補
助
科
目
と
し
て
、
各
国
行
政

機
関
学
、
全
国
人
民
財
用
学
、
国
家
財
政
学
が
あ
る
。
な
お
、
同
章
程
に
は
、
教
科
書
と
し
て
「
外
国
の
善
い
本
を
選
ん
で
講
）
25
（
義
」
す
る

と
あ
り
、
こ
の
時
の
中
国
で
は
未
だ
教
科
書
を
自
立
し
て
編
纂
す
る
段
階
に
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
已
仕
成
人
法
学
教
育
は
、
主
に
各
地
に
開
設
さ
れ
た
法
政
専
門
学
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
瀋
家
本
ら
が
「
法
律
学
堂
の
設
立
に

関
す
る
上
奏
書
」
で
紹
介
し
た
、「
日
本
変
法
之
初
、
設
速
成
司
法
学
校
、
令
官
紳
毎
日
入
学
数
時
、
専
習
欧
米
司
法
行
政
之
学
（
日
本

は
維
新
後
に
、
速
成
司
法
学
校
を
設
け
、
官
紳
（
＝
在
任
・
退
任
の
官
僚
と
地
方
の
有
力
な
地
主
）
ら
を
入
学
さ
せ
、
専
門
的
に
欧
米
の
司
法
と
行
政
の
学

を
習
わ
せ
）
26
（

た
）」
と
の
認
識
を
明
ら
か
に
実
践
に
移
し
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
教
育
課
程
は
「
大
学
堂
章
程
に
掲
げ
ら
れ
た
科
目
に
照
ら
し
、

各
地
の
実
際
の
状
況
に
合
わ
せ
て
科
目
の
増
減
を
し
、
授
業
の
時
間
数
を
加
え
た
上
で
、
三
年
で
卒
業
と
な
る
。
同
時
に
速
成
科
を
設
け
、
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一
年
半
以
内
に
卒
業
さ
せ
）
27
（
る
」
形
で
進
ん
だ
。

2　

新
式
分
科
の
確
定

　
新
学
制
の
確
立
と
多
く
の
専
門
学
堂
の
開
設
に
伴
い
、
旧
科
挙
制
の
下
の
「
四
部
之
学
」
は
時
代
遅
れ
と
な
り
、
新
し
い
「
分
科
」
の

設
定
の
必
要
が
迫
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
時
、
日
本
語
及
び
西
洋
諸
語
で
著
さ
れ
た
数
多
く
の
本
が
中
国
語
訳
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
西
洋
由
来
の
学
科
の
分
類
は
日
清
戦

争
後
の
中
国
で
速
や
か
に
広
ま
り
、
学
制
改
革
の
プ
ロ
セ
ス
に
現
れ
た
。

　
一
九
〇
一
年
、
張
之
洞
ら
は
日
本
が
一
八
八
六
年
の
「
帝
国
大
学
令
」
で
定
め
た
文
科
、
法
科
、
医
科
、
理
科
、
工
科
と
、
一
八
九
〇

年
に
設
け
た
農
科
か
ら
な
る
「
六
科
分
立
」
及
び
西
洋
諸
国
の
学
術
分
野
を
相
互
に
参
照
し
、
経
学
（
儒
教
の
経
典
を
学
ぶ
こ
と
―
筆
者
）、

史
学
、
格
致
学
（
理
学
）、
政
治
学
、
兵
学
、
農
学
、
工
学
か
ら
な
る
「
七
科
分
学
」
の
案
を
出
し
た
。
経
学
を
冒
頭
に
置
く
方
法
は
張

が
唱
え
た
「
中
学
為
体
、
西
学
為
用
」
を
反
映
し
て
い
た
。
し
か
し
、
清
国
政
府
の
命
を
受
け
て
欽
定
学
堂
章
程
を
定
め
た
管
学
大
臣
張

百
熙
は
、
張
之
洞
と
は
異
な
り
、
日
本
に
倣
い
政
治
科
、
文
学
科
、
格
致
科
（
理
科
）、
農
業
科
、
工
芸
科
、
商
務
科
、
医
術
科
か
ら
成

る
「
七
科
分
学
」
の
案
を
作
っ
た
。
張
百
熙
に
は
、「
明
ら
か
に
近
代
西
洋
の
分
科
を
受
け
続
き
、
伝
統
中
国
の
経
史
学
を
近
代
分
科
の

シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
傾
）
28
（
向
」
が
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
張
百
熙
の
案
は
、
保
守
派
の
反
対
に
よ
り
廃
案
と
な
っ
た
。

　
一
九
〇
三
年
に
張
百
熙
と
張
之
洞
が
共
に
癸
卯
学
制
を
立
て
た
際
に
、
両
者
は
「
日
本
の
大
学
は
唯
文
、
法
、
医
、
格
致
、
農
、
工
合

せ
て
六
つ
の
学
科
を
設
け
（
中
略
）
文
科
大
学
内
で
の
漢
学
科
は
更
に
経
学
、
史
学
、
文
学
の
三
つ
の
専
修
に
分
け
ら
れ
た
（
中
略
）
中

国
で
は
経
学
と
商
科
を
独
立
学
科
と
し
て
建
て
、
そ
れ
に
よ
り
八
つ
の
分
科
と
す
）
29
（
る
」
と
、
分
科
案
の
趣
旨
を
説
い
た
。
日
本
の
六
科
を

「
奏
定
大
学
堂
章
程
」
が
定
め
た
「
八
科
分
学
」
と
言
わ
れ
る
中
国
式
の
新
式
分
科
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

　
中
華
民
国
時
代
に
入
っ
た
一
九
一
二
年
と
一
九
一
三
年
に
、
民
国
教
育
部
は
そ
れ
ぞ
れ
「
大
学
令
」
と
「
私
立
大
学
規
程
」
を
公
布
し
、



法学政治学論究　第127号（2020.12）

74

「
八
科
分
学
」
に
あ
る
経
学
科
を
取
り
去
っ
て
、
大
学
分
科
を
文
科
、
理
科
、
法
科
、
商
科
、
医
科
、
農
科
、
工
科
か
ら
な
る
「
七
科
」

に
し
、
法
科
の
も
と
で
更
に
法
律
学
門
、
政
治
学
門
、
経
済
学
門
の
三
つ
の
門
（
＝
専
修
）
を
設
け
、
近
代
中
国
に
お
け
る
「
七
科
之

学
」
が
確
立
さ
れ
た
。「
四
部
之
学
」
か
ら
「
七
科
之
学
」
へ
の
転
換
は
、「
伝
統
中
国
の
学
術
が
近
代
西
洋
の
分
科
シ
ス
テ
ム
に
溶
け
込

ん
だ
だ
け
で
は
な
く
、
伝
統
中
国
の
知
識
体
系
も
近
代
西
洋
の
軌
道
に
乗
り
始
め
る
こ
と
を
意
味
し
、『
通
』・『
博
』（
す
な
わ
ち
、
な
る

べ
く
学
際
的
に
各
分
野
の
知
識
を
得
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
養
成
―
筆
者
注
）
を
重
要
視
し
て
い
た
昔
の
中
国
の
「
四
部
之
学
」
が
（
一
つ
の
具
体

的
な
専
門
学
に
習
熟
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
創
出
す
る
―
同
前
）
七
科
の
学
へ
の
転
換
を
成
し
遂
げ
）
30
（
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ

て
、
伝
統
中
国
の
「
刑
名
の
）
31
（

学
」
も
近
代
法
学
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

㈢
　
新
学
制
と
新
分
科
に
お
け
る
憲
法
学
教
育

　
日
本
を
参
考
と
す
る
新
学
制
と
新
式
分
科
の
確
立
に
伴
い
、
近
代
中
国
の
憲
法
学
教
育
も
、
二
つ
の
大
き
な
変
化
を
迎
え
た
。
一
つ
は
、

中
国
人
が
日
本
人
学
者
に
師
事
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
中
国
人
の
学
者
の
も
と
で
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
編
訳
さ

れ
た
日
本
人
の
著
作
を
教
科
書
と
す
る
こ
と
か
ら
中
国
人
の
手
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
憲
法
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

　
洋
務
運
動
の
時
期
、
中
国
人
は
主
に
渡
米
し
て
科
学
技
術
を
学
ん
で
い
た
が
、
日
清
戦
争
以
降
、
制
度
変
革
に
転
じ
た
中
国
は
、「
昨

日
ま
で
の
敵
で
あ
っ
た
日
本
に
は
じ
め
て
留
学
生
を
）
32
（
送
」
り
、
日
本
留
学
の
ブ
ー
ム
が
興
る
。
そ
の
後
こ
の
ブ
ー
ム
は
、
中
華
民
国
初
期

ま
で
続
い
た
。
統
計
に
よ
る
と
、
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
一
一
年
に
至
る
ま
で
の
間
で
、
日
本
に
留
学
し
た
中
国
人
留
学
生
は
五
万
人
以

上
に
達
し
）
33
（
た
。

　
こ
の
時
期
の
「
留
日
学
生
」
の
内
、
法
政
科
の
割
合
は
半
分
以
上
を
占
め
）
34
（

た
。
そ
の
主
な
原
因
と
し
て
、
①
新
政
改
革
で
は
多
く
の
法

学
や
政
治
学
分
野
の
人
材
が
必
要
と
な
り
就
職
に
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
日
本
留
学
へ
の
機
運
の
高
ま
り
、
③
明
治
憲
法
を
模
倣
し
た
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国
家
体
制
の
構
築
が
目
標
と
さ
れ
た
こ
と
の
三
点
が
挙
げ
ら

れ
）
35
（

る
。
日
本
の
大
）
36
（

学
は
近
代
中
国
最
初
の
法
学
者
と
政
治
学
者

を
育
て
た
。
例
え
ば
早
稲
田
大
学
は
清
国
留
学
生
部
を
設
け
、

法
律
と
政
治
に
関
わ
る
授
業
を
講
じ
、
法
政
大
学
は
特
に
清
国

留
学
生
法
政
速
成
科
を
開
き
、
当
時
の
著
名
な
日
本
の
法
学
者

を
招
聘
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
実
際
が
表
１
に
示
さ
れ
る
。

こ
こ
に
挙
が
る
講
師
の
多
く
が
東
京
帝
大
で
教
鞭
を
執
る
法
科

大
学
教
授
で
あ
り
、
ま
た
司
法
部
を
初
め
と
す
る
各
種
の
国
家

機
関
に
働
く
官
僚
も
名
を
連
ね
る
。
彼
ら
か
ら
清
国
の
留
学
生

た
ち
は
最
新
の
法
学
理
論
と
実
務
経
験
と
を
直
接
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
日
本
に
お
い
て
体
系
的
に
憲
法
を
含
む
近
代
法
学

教
育
を
受
け
た
中
国
人
留
学
生
は
、
後
に
中
国
の
憲
法
制
定
作

業
に
お
い
て
目
覚
し
い
業
績
を
残
す
俊
材
と
な
っ
た
。

　
日
本
に
留
学
生
を
送
る
と
共
に
、
近
代
中
国
も
日
本
人
顧
問

を
招
聘
し
、
彼
ら
は
中
国
の
近
代
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
最
初
に
招
聘
さ
れ
た
の
は
一
八
九
六
年
で
広
東
東
文
学
館

に
勤
め
た
長
谷
川
雄
太
郎
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
新
政
開
始
後

の
一
九
〇
二
年
か
ら
急
増
し
、
一
九
〇
八
年
に
頂
点
に
達
し
て
、

辛
亥
革
命
後
の
一
九
一
二
年
か
ら
激
減
し
）
37
（
た
。
特
に
、
日
露
戦

表１　清国留学生法政速成科の担当講師（1904年）

名前 取得学位 所属 担当授業
梅謙次郎 法学博士 東京帝国大学法科大学教授 法学通論及び民法
志田鉀太郎 法学博士 東京高等商業学校教授

東京帝国大学法科大学教授
商法

筧克彦 法学博士 東京帝国大学法科大学教授 国法学
清水澄 法学士（後に博士） 学習院教授、內務書記官 行政法
岡田朝太郎 法学博士 東京帝国大学法科大学教授 刑法
中村進午 法学博士 学習院教授

東京高等商業学校教授
国際公法

山田三良 法学博士 東京帝国大学法科大学教授 国際私法
岩田一郎 法学士 東京控訴院判事 裁判所構成法
板倉松太郎 法学士 大審院判事 民刑訴訟法
金井延 法学博士 東京帝国大学法科大学教授 経済学
岡実 法学士 農商務省參事官 財政学
小河滋次郎 監獄事務官 監獄学
本表は法政大学編『法政大学史資料集（第11集）』、91頁に基づき筆者作成
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争
後
の
一
九
〇
五
年
に
、
科
挙
制
の

排
除
と
共
に
各
専
門
大
学
堂
が
設
立

さ
れ
た
際
に
、
留
学
生
の
派
遣
の
代

わ
り
に
、
清
国
政
府
は
多
く
の
日
本

人
を
「
教
）
38
（

習
」
と
し
て
招
聘
し
て
い

た
。
日
本
人
教
員
の
比
率
は
、
圧
倒

的
に
他
国
出
身
の
教
員
よ
り
高

か
っ
）
39
（
た
。
表
２
が
示
す
よ
う
に
、
法

学
教
育
も
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
）
40
（
た
。

特
に
、
清
国
政
府
の
顧
問
と
し
て
招

聘
さ
れ
、
清
国
の
法
典
編
纂
事
業
に

終
始
関
わ
っ
た
岡
田
朝
太
郎
、
松
岡

義
正
、
小
河
滋
次
郎
、
志
田
鉀
太
郎

ら
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目

し
て
よ
い
。
近
代
中
国
の
法
典
編
纂

過
程
に
現
れ
た
種
々
の
論
争
や
、
そ

れ
ら
の
論
争
に
対
す
る
彼
ら
の
意
見

は
、
岡
田
ら
の
講
義
を
通
し
て
明
瞭

に
伝
え
ら
れ
た
。

表２　京師地域で雇われた日本人法学教習一覧

勤め先 名前 履歴

京師大学堂師範館

巖谷孫蔵 法学博士、後に京都帝国大学法科大学教授
杉栄三郎 法学士、後に日本帝室博物館館長
法貴慶次郎 法学士、東京高等師範学校教授、後に東京市督学
岡田朝太郎 法学博士、後に東京帝国大学法科大学教授
織田萬 法学博士

京師法制学堂

巖谷孫蔵 同学堂総教習を務める
杉栄三郎 同学堂副総教習を務める
岡田朝太郎 法学博士、後に東京帝国大学法科大学教授
小河滋次郎 法学博士

京師法律学堂

岡田朝太郎 同学堂総教習を務める
松岡義正 法学博士、東京控訴院部長
岩井尊文 法学士、海軍大主計
志田鉀太郎 法学博士、後に明治大学教授
小河滋次郎 法学博士

直隶法政学堂

甲斐一之 法学士、後に日本司法省参事官
中津三省 法学士
失板寛 法学士
太田一平 法学士

北洋法政学堂
吉野作造 法学博士、後に東京帝国大学法科大学教授、同学

堂総教習を務める
今井嘉幸 法学博士、後に衆議員議員

汪向栄『日本教習』、68～78頁を参考に筆者作成
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表３　朝陽大学法学教員の出身校一覧

名前 出身校 役職・担当科目など
江庸 早稲田大学 創立者、学長、理事
居正 法政大学 理事長、学部長
丁惟汾 法政大学 理事
黃群 早稲田大学 創立者
張知本 法政大学 学部長、理事
夏勤 東京帝国大学 教務長、学部長
程樹德 法政大学 憲法、法制史
王建今 早稲田大学 刑法、行政法
陳瑾昆 東京帝国大学 刑法、刑事訴訟法
戴修瓉 中央大学 手形法、保険法
曾志時 明治大学 民法総則、債権
石志泉 東京帝国大学 民事訴訟法
餘棨昌 東京帝国大学 手形法、親族相続、物権
於光熙 明治大学 民事訴訟法、債権
李祖蔭 明治大学 民法
呂複 明治大学 憲法
李宜琛 早稲田大学 民法物権
趙琛 明治大学 刑法総則、分則
羅鼎 東京帝国大学 民法親族相続
閔剛候 九州帝国大学 法学通論
劉志揚 東京帝国大学 債権、物権
冀貢泉 明治大学 英美法
王覲 明治大学 学部長代行
黃右昌 法政大学 民法、ローマ法
王家駒 早稲田大学 商法、銀行法
朱深 東京帝国大学 監獄学
何基鴻 東京帝国大学 法院編制法
劉鴻漸 東京帝国大学 物権、相続
李景禧 東京帝国大学 校刊『法律評論』編集長
胡長清 明治大学 校刊『法律評論』編集長、民法

『百年朝陽』53～55頁に基づき作成。なお本表に挙がる私学の機関名は、各教員の終業年
にかかわらず現在の機関名で統一している。
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中
華
民
国
期
に
入
る
と
、
日
本
人
法
学
教
員
の
代
わ
り
に
、
中
国
人
法
学
者
が
現
れ
始
め
た
。
日
本
派
法
学
教
育
の
総
本
山
と
言
わ
れ

た
朝
陽
大
学
（
後
に
詳
述
）
の
教
員
を
見
る
と
、
表
３
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
教
員
の
数
が
多
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
英
米
諸
国
の
大
学
出
身
の
教
員
も
一
二
人
が
い
る
）
41
（
が
、
紙
幅
の
制
限
で
こ
れ
ら
の
教
員
の
紹
介
は
略
す
る
。

　
そ
こ
で
、
清
末
民
初
期
の
憲
法
学
教
育
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
た
教
科
書
に
つ
い
て
だ
が
、
当
初
は
日
本
の
憲
法
学
者
の
著
作
を
翻
訳

し
て
用
い
て
い
た
段
階
か
ら
、
や
が
て
日
本
の
憲
法
学
者
の
著
作
に
基
づ
き
中
国
に
お
い
て
教
科
書
を
編
集
す
る
段
階
に
移
り
、
最
後
に

は
、
明
治
憲
法
学
の
概
念
の
下
に
中
国
は
独
自
に
教
科
書
を
編
集
す
る
ま
で
に
な
る
。

　
中
国
に
お
け
る
翻
訳
書
は
、「
一
六
世
紀
初
頭
、
主
に
宗
教
類
に
偏
っ
て
い
）
42
（

た
」
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
の
翻
訳
書
は
、
近
代
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、
社
会
科
学
分
野
に
お
い
て
は
、
日
清
戦
争
ま
で
、
日
本
人
学
者
の
著
作
物
を
翻
訳
し
た
例
は
僅
か
一

冊
に
と
ど
ま
っ
）
43
（
た
。
だ
が
そ
の
後
、
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
一
九
年
（
五
四
運
動
）
ま
で
の
間
に
、
日
本
語
か
ら
の
翻
訳
書
は
「
訳
書
総

数
の
六
割
を
占
め
（
中
略
）
そ
の
内
社
会
科
学
類
が
中
心
で
あ
り
、
特
に
政
治
、
経
済
、
教
育
、
法
律
、
軍
事
と
社
）
44
（
会
」
に
関
わ
る
内
容

が
非
常
に
多
か
っ
た
。
し
か
も
、
日
本
人
の
著
書
の
他
に
、
英
米
学
者
に
よ
る
法
学
や
政
治
学
の
著
作
も
、
そ
の
日
本
語
版
の
中
国
語
訳

を
通
じ
て
、
中
国
に
輸
入
さ
れ
）
45
（
た
。
ま
た
、
中
国
語
訳
さ
れ
た
日
本
人
学
者
に
よ
る
法
律
関
係
の
著
作
は
、
一
九
一
一
年
に
清
国
が
司
法

官
試
験
を
行
っ
た
際
に
も
、
依
然
「
法
官
必
読
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
）
46
（

た
。

　
憲
法
分
野
も
上
述
の
通
り
、
中
国
人
が
自
力
で
憲
法
教
科
書
を
編
纂
で
き
る
ま
で
、
概
ね
中
国
語
訳
さ
れ
た
日
本
人
の
著
作
が
参
照
さ

れ
て
い
た
。
表
４
は
中
国
語
訳
さ
れ
た
日
本
人
に
よ
る
憲
法
関
連
著
作
を
出
版
年
代
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
清
国
末
期
の
憲
法
学
教
育
に
お
い
て
、
表
４
が
示
し
た
こ
れ
ら
の
中
国
語
訳
さ
れ
た
専
門
の
著
作
は
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
こ
れ
ら
の
著
作
の
翻
訳
は
系
統
的
に
あ
る
一
定
の
学
説
の
み
を
対
象
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
や
思
想
的
基
盤
は
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
他
、
国
定
の
憲
法
教
科
書
は
存
在
せ
ず
、
一
部
の
学
堂
は
教
科
書
の
編
纂
と
印
刷
に
配
慮
し
た
上
で
、「
同

志
を
糾
合
し
、
株
を
集
め
て
印
書
局
を
設
け
（
中
略
）
講
義
を
陸
続
と
印
刷
し
て
、
安
い
価
額
で
販
売
）
47
（
し
」
た
。
一
九
一
〇
年
、
清
国
政
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表４　朝陽大学法学教員の出身校一覧

中国語題目 原著者 翻訳者 中国語版の出版社 出版年
国家学原理 高田早苗 稽鏡 訳書彙編発行所 1901年
各国公民公私権考 井上馨 章宗祥 出洋学生編訳所（東京） 1901年
日本帝国憲法義解 伊藤博文 沈紘 金栗齋（上海） 1901年
日本皇室典範義解 伊藤博文 沈紘 金栗齋（上海） 1901年
国法学 岩崎昌等 章宗祥 訳書彙編社（東京） 1901年
萬国憲法比較 辰巳小二郎 戢翼翬 商務印書館（上海） 1902年
憲法要義 高田早苗 稽鏡 文明書局（上海） 1902年
英国憲法論 天野為之等 周逵 広智書局（上海） 1902年
国憲泛論 小野梓 陳鵬 広智書局（上海） 1903年
政体論 高田早苗 秦存仁 時中書社（武昌） 1903年
憲政論 菊池学而 林棨 商務印書館（上海） 1903年
日本帝国憲法論 田中次郎 範迪吉 会文学社（上海） 1903年
国家政府界説 民友社 薩君陸 閔学会（東京） 1903年
歐美政体通覽 上野貞吉 巔涯生 商務印書館（上海） 1903年
英国憲法史 松平康国 麥孟華 広智書局（上海） 1903年
国法学 岩崎昌 範迪吉 会文学社（上海） 1903年
国法学 筧克彥 陳武 湖北法政編輯社（東京） 1905年
日本憲法義解 伊藤博文 佚名 商務印書館（上海） 1905年
法律経済辞典 清水澄 張春濤ほか 群益書局（上海） 1905年
中国語訳新法律辞典 三浦熙 徐用錫 京師訳学館（北京） 1905年
比較国法学 未岡精一 商務印書館 商務印書館（上海） 1906年
憲法 清水澄 廬弼ほか 政治経済社（東京） 1906年
国法学 筧克彥 陳時夏 商務印書館（上海） 1907年
国法学 筧克彥 熊範輿 丙午社 1907年
日本憲法義解 伊藤博文 丁德威 1907年
法律経済詞解 岸本辰雄 張恩枢 1907年
日本憲法疏證 日本政府 載澤 政治官書局 1908年
中国語訳日本法律経
済辞典

田邊慶彌 王我臧 商務印書館（上海） 1909年

憲法研究書 富岡康郎 吳興讓 商務印書館（上海） 1911年
政教進化論 加藤弘之 楊廷棟 出洋学生編輯所（上海） 1911年迄
国家学 有賀長雄 許直 湖南編訳社（東京） 1911年迄
憲法論綱 法曹閣 陳文中 群益書局（上海） 1913年
憲法学原理 美濃部達吉 歐宗佑ほか 商務印書館（上海） 1925年
譚汝謙編『中国訳日本書総合目録』を基に筆者作成
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府
の
学
部
（
＝
文
部
省
）
が
立
憲
計
画
に
則
し
て
『
国
民
必
読
課
）
48
（
本
』
を
編
纂
し
、
そ
の
中
で
憲
法
・
憲
政
・
憲
法
学
に
関
す
る
こ
と
を

清
国
政
府
の
立
場
か
ら
解
釈
し
た
が
、
辛
亥
革
命
の
勃
発
に
よ
っ
て
、
同
教
科
書
は
全
国
に
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
中
華
民
国
期
に
入
り
、「
大
学
令
」（
一
九
一
二
年
）
と
「
私
立
大
学
規
程
」（
一
九
一
四
年
）
の
公
布
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
国
立
北
京

大
学
や
私
立
民
国
大
学
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
法
政
教
育
の
一
環
と
し
て
の
憲
法
学
教
育
が
行
わ
れ
た
。
中
国
で
自
国
の
学
者
が
憲
法
学
の

教
鞭
を
執
る
時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
中
国
人
学
者
に
よ
る
憲
法
の
講
義
は
、
次
第
に
日
本
人
学
者
の
著
作
に
取
っ
て
代

わ
っ
て
い
っ
た
。

　
次
章
よ
り
、
四
つ
の
例
を
挙
げ
て
、
近
代
中
国
の
憲
法
学
教
育
に
お
け
る
日
本
的
要
素
が
果
た
し
た
役
割
を
更
に
詳
し
く
検
討
す
る
。

三 

　
日
本
留
学
の
潮
流
と
近
代
中
国
憲
法
学
者
の
育
成
：
法
政
大
学
法
政
速
成
科

を
中
心
に

㈠
　
法
政
大
学
法
政
速
成
科
の
設
立

　
日
本
の
近
代
教
育
制
度
は
、「
極
め
て
僅
か
の
年
限
の
間
に
急
速
な
発
展
を
な
し
、
国
民
生
活
の
急
激
な
近
代
的
構
成
と
共
に
進
ん
で

来
）
49
（
た
」。「
五
カ
条
御
誓
文
」
が
頒
布
さ
れ
た
翌
年
、
つ
ま
り
一
八
六
九
年
に
、
幕
府
時
代
に
漢
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
昌
平
学
校
は
、
法

科
、
理
科
と
文
科
を
設
け
た
大
学
南
校
に
改
め
ら
れ
）
50
（
た
。
そ
の
後
、
同
学
校
は
東
京
開
成
学
校
と
改
め
ら
れ
、
東
京
大
学
法
学
部
の
前
身

と
な
っ
）
51
（
た
。

　
同
時
に
、
司
法
省
も
一
八
七
一
年
に
明
法
寮
を
開
き
、
四
年
後
に
司
法
省
法
学
校
に
改
名
し
た
。
同
校
は
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
法
教
育
を
行
う
八
年
に
及
ぶ
課
程
を
備
え
た
が
、「
司
法
事
務
日
ニ
月
ニ
繁
劇
ヲ
加
フ
」
こ
と
に
鑑
み
、
司
法
人
材
の
早
期
育
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成
を
目
指
し
て
、
一
八
七
六
年
四
月
に
速
成
科
を
設
け
た
。
こ
の
速
成
科
の
最
初
の
学
制
は
二
年
だ
っ
た
が
、
二
期
生
以
降
は
三
年
と

な
っ
た
。「
日
本
近
代
法
の
父
」
と
言
わ
れ
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
も
速
成
科
の
講
師
陣
に
列
し
、
通
訳
を
通
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
関
係
の
授
業

を
行
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
八
七
九
年
か
ら
は
、
磯
部
四
郎
の
よ
う
な
留
学
か
ら
帰
朝
し
た
日
本
人
が
次
第
に
教
鞭
を
執
り
、
一
八
八

七
年
末
速
成
科
の
終
わ
り
ま
で
に
続
い
）
52
（
た
。
司
法
省
法
学
校
が
創
始
し
た
こ
の
よ
う
な
速
成
科
教
育
は
、「
速
成
科
の
濫
觴
」
で
あ
っ
）
53
（
て
、

後
に
「
中
国
に
お
い
て
法
律
人
材
を
育
成
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
清
末
民
初
期
に
大
規
模
に
法
政
教
育
に
活
）
54
（

用
」
さ
れ
た
。

　
一
八
八
二
年
以
降
、「
律
型
の
新
律
綱
領
・
改
定
律
例
は
撤
）
55
（
廃
」
さ
れ
、「
西
欧
法
的
な
様
式
を
備
え
）
56
（
た
」
旧
刑
法
及
び
治
罪
法
の
施
行

と
代
言
人
規
則
の
修
）
57
（

訂
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
日
本
の
近
代
法
教
育
は
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
。
東
京
大
学
法
学
部
の
よ
う
な
官
立
法
学

校
の
他
に
、
多
く
の
私
立
法
律
学
校
も
現
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
私
立
法
律
学
校
の
管
理
を
強
く
す
る
た
め
、
明
治
政
府
は
、「
私
立
法

律
学
校
特
別
監
督
条
規
（
一
八
八
六
年
）」、「
特
別
認
可
学
校
規
則
（
一
八
八
八
年
）」
な
ど
の
法
令
を
公
布
し
た
。
こ
れ
ら
の
法
令
に
よ
り
、

入
学
の
資
格
が
規
制
さ
れ
、
当
時
、
私
立
法
律
学
校
で
は
財
政
運
営
の
円
滑
化
の
た
め
の
「
入
学
は
易
し
く
卒
業
が
難
し
く
」
と
い
う
一

般
的
方
針
が
脅
か
さ
れ
）
58
（

た
。

　
現
時
の
法
政
大
学
が
設
立
さ
れ
た
の
も
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
い
た
。
そ
の
前
身
は
、
一
八
八
九
年
の
和
仏
法
律
学
校
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
一
八
八
一
年
に
東
京
法
学
社
か
ら
独
立
し
た
東
京
法
学
校
が
、
一
八
八
六
年
に
創
立
の
「
仏
学
会
」
を
母
体
と
し

た
同
じ
フ
ラ
ン
ス
系
の
東
京
仏
学
校
と
一
八
八
九
年
に
合
併
し
、
箕
作
麟
祥
を
学
長
に
迎
え
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
九
八
年

の
民
法
典
の
公
布
と
同
年
に
、
和
仏
法
律
学
校
は
財
団
法
人
と
な
り
、
理
事
長
兼
学
長
で
あ
る
梅
謙
次
郎
の
下
で
、
学
校
の
経
営
は
安
定

化
し
た
。
一
九
〇
三
年
に
、
文
部
省
が
公
布
し
た
「
専
門
学
校
令
」
に
従
っ
て
、「
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
」
と
改
称
し
）
59
（

た
。

　
一
九
〇
三
年
五
月
、
清
国
福
州
師
範
学
堂
の
教
員
林
炳
章
は
日
本
視
察
中
に
法
政
大
学
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
梅
謙
次
郎
は
林
に
「
明
治

維
新
の
初
め
、
招
聘
し
た
通
儒
（
＝
法
律
専
門
の
外
国
の
学
者
）
に
法
政
の
学
を
教
え
ら
れ
、
後
に
受
講
生
た
ち
が
良
い
官
吏
と
な
っ
）
60
（

た
」

こ
と
を
語
っ
た
。
同
時
に
梅
は
「
来
年
本
校
で
法
政
速
成
科
を
創
っ
て
清
国
の
来
学
者
を
集
め
、
最
も
著
名
な
講
師
に
よ
っ
て
政
治
上
の
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一
般
的
な
見
解
を
講
義
し
、
一
〇
カ
月
で
の
卒
業
を
目
指
す
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
期
間
が
短
く
て
効
率
が
高
い
方
法
）
61
（
だ
」
と
、

林
に
語
っ
た
。
一
九
〇
四
年
に
、
東
京
宏
文
学
）
62
（

院
と
東
京
法
学
院
で
学
ん
だ
范
源
濂
と
曹
汝
霖
は
中
国
の
法
政
人
材
の
不
足
に
鑑
み
て
、

日
本
で
法
政
速
成
科
を
設
け
る
案
を
立
て
た
。
彼
ら
は
最
初
に
「
早
稲
田
大
学
を
訪
ね
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
）
63
（
た
」
た
め
、
梅
に
援
助
を
請

う
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
。
梅
は
こ
の
前
年
に
林
炳
章
と
会
見
し
既
に
構
想
が
あ
っ
た
よ
う
で
、「
君
た
ち
の
熱
意
に
感
動
さ
れ
、
力
に

な
り
た
い
。（
速
成
科
の
）
場
所
は
本
校
構
内
に
し
て
も
構
わ
な
い
が
、
日
常
の
授
業
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
時
に
や
む
を
え
ず
に
夜

間
に
授
業
を
行
う
。
講
師
の
招
聘
と
授
業
の
内
容
は
私
が
手
配
す
る
。
学
費
は
高
す
ぎ
て
も
低
す
げ
て
も
い
け
な
い
が
、
月
極
で
支
払
え

ば
良
い
。
翻
訳
は
君
た
ち
に
選
ん
で
も
ら
い
た
い
が
、（
修
業
の
た
め
に
は
）
学
期
は
少
な
く
と
も
一
年
を
要
す
）
64
（

る
」
と
、
快
諾
し
た
。

　
梅
は
直
ち
に
小
村
寿
太
郎
外
務
大
臣
と
楊
枢
清
国
公
使
と
連
絡
を
取
り
、
両
者
の
賛
同
を
得
た
上
で
、
一
九
〇
四
年
四
月
二
六
日
に
文

部
省
に
法
政
速
成
科
の
設
立
申
請
を
提
出
し
た
。
僅
か
四
日
後
に
許
可
が
下
り
て
、
五
月
七
日
に
法
政
大
学
構
内
で
第
一
班
の
開
講
式
が

行
わ
れ
た
。

　『
法
政
大
学
史
資
料
集
』
に
よ
る
と
、
速
成
科
第
一
班
（
一
九
〇
四
年
五
月
〜
一
九
〇
五
年
六
月
）
か
ら
最
後
の
第
五
班
（
一
九
〇
六
年
一
〇

月
〜
一
九
〇
八
年
四
月
）
迄
に
、
総
計
一
二
一
五
）
65
（
人
が
速
成
科
か
ら
卒
業
し
た
。
こ
れ
ら
の
卒
業
生
は
、
中
国
に
戻
り
近
代
的
な
法
学
教
育

と
法
整
備
作
業
の
中
核
を
担
い
、
近
代
中
国
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
）
66
（
た
。

　
下
記
の
表
５
は
第
一
班
、
表
６
は
第
二
班
の
速
成
科
の
授
業
時
間
割
で
あ
る
。
ま
た
、
表
７
と
表
８
は
、
増
加
し
た
留
学
生
数
に
応
じ

て
調
整
さ
れ
た
法
律
学
部
と
政
治
学
部
の
時
間
割
で
あ
る
。「
速
成
科
」
と
は
い
え
、
法
学
通
論
か
ら
各
法
分
野
に
亘
る
科
目
設
置
と
そ

こ
に
選
任
さ
れ
た
担
当
教
員
の
顔
ぶ
れ
は
、
当
時
の
日
本
の
帝
国
大
学
と
大
差
が
な
く
、
そ
こ
に
体
系
的
な
法
学
教
育
が
施
さ
れ
た
こ
と

を
、
表
５
〜
８
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
政
速
成
科
の
こ
の
よ
う
な
教
育
は
、
中
国
に
と
っ
て
の
最
初
の
近
代
法
人
材
を
育
ん

だ
の
で
あ
る
。
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表５　法政速成科第一班時間割
第一学期 第二学期

学科 授業時間数（週） 学科 授業時間数（週）
　法学通論及び民法 10 　　 商法 6
　国法学 4 　　 行政法 6
　刑法 4 　　 民刑訴訟法 6
　国際公法 4 　　 国際私法 2
　裁判所構成法 1 　　 財政学 4
　経済学 2 　　 監獄学 1

合計 25 総計 25
『法政大学史資料集（第11集）』、５頁を基に筆者作成

表６　法政速成科第二班時間割
第一学期 第二学期 第三学期

学科 時間数（週） 学科 週時間数 学科 時間数（週）
法学通論及び民法 5 民法 4 民法 5
国法学 5 行政法 6 商法 6
刑法 3 刑法 3 国際私法 3
経済学 4 国際公法 4 民事訴訟法 4
西洋史 5 裁判所構成法及び

民事訴訟法
3 財政学 4

政治地理 2 政治学 4 員警監獄学 2
合計 24 合計 24 合計 24

本表は『法政大学史資料集（第11集）』、７頁を基に筆者作成

表７　法政速成科第五班法律学部時間割
第一学期 第二学期

学科 授業時間数（週） 学科 授業時間数（週）
法学通論 2 民法 2
民法 7 商法 5
憲法泛論 4 行政法 5
刑法 4 国際私法 2
国際公法 4 裁判所構成法及び民事訴訟法 5
経済学原論 3 破産法 2

刑事訴訟法 2
監獄学 1

合計 24 合計 24
『法政大学史資料集（第11集）』、９頁を基に筆者作成

表８　法政速成科第五班政治学部時間割
第一学期 第二学期

学科 授業時間数（週） 学科 授業時間数（週）
法学通論 2 民法 2
民法 7 比較憲法 2
憲法泛論 4 行政法 5
国際公法 4 地方制度 1
経済学原論 3 刑法 4
近世政治史 3 政治学 3
政治地理 1 応用経済学 3

財政学 3
員警学（＝警察学） 1

合計 24 合計 24
『法政大学史資料集（第11集）』、９頁を基に筆者作成
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㈡
　
法
政
速
成
科
の
憲
法
学
の
教
員

　
と
こ
ろ
で
、
法
政
速
成
科
内
で
憲
法
関
係
の
講
義
を
担
当
し
た
の
は
筧
克
彦
と
清
水
澄
で
あ
っ
た
。
筧
は
『
国
法
学
』
と
題
し
た
講
義

を
行
っ
た
が
、
そ
の
緒
論
と
第
一
章
の
一
部
の
み
が
、
早
稲
田
大
学
で
学
ん
だ
周
宏
業
と
方
翮
に
よ
っ
て
中
国
語
訳
さ
れ
、『
法
政
速
成

科
講
義
録
』
の
第
一
号
と
第
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
清
水
は
『
憲
法
』
を
講
義
し
た
が
、
こ
れ
は
法
政
大
学
で
学
ん
だ
俞
亮
公
に
よ
っ
て

全
文
が
中
国
語
訳
さ
れ
、『
同
講
義
録
』
の
第
四
一
号
か
ら
四
六
号
に
掲
載
さ
れ
）
67
（

た
。

　
筧
は
一
八
七
二
年
、
筑
摩
県
諏
訪
郡
上
諏
訪
（
現
長
野
県
諏
訪
市
）
に
諏
訪
藩
士
筧
朴
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
八
九
七
年
に
東

京
帝
国
大
学
を
首
席
で
卒
業
し
た
。
一
八
九
八
年
か
ら
六
年
間
、
筧
は
ド
イ
ツ
に
赴
き
、
歴
史
学
派
の
ギ
ー
ル
ケ
（O

tto von G
ierke

、
一

八
四
一
〜
一
九
二
一
）、
歴
史
神
学
者
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
（Karl G

ustav Adolf H
arnack

、
一
八
五
一
〜
一
九
三
〇
）
と
、
精
神
史
学
者
デ
ィ
ル
タ

イ
（W

ilhelm
 Christian Ludw

ig D
ilthey

、
一
八
三
三
〜
一
九
一
一
）
に
師
事
し
た
。
一
九
〇
三
年
、
帰
国
と
同
時
に
、
筧
は
東
京
帝
国
大
学

法
科
大
学
教
授
に
任
じ
ら
れ
、
他
大
学
で
も
行
政
法
と
憲
法
を
講
じ
）
68
（

た
。
こ
の
他
に
、
筧
は
「
竹
見
生
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
『
清
国
立
憲

問
）
69
（

題
』
の
一
章
を
著
し
て
中
国
の
憲
法
制
定
に
触
れ
、
清
国
の
政
治
組
織
を
連
邦
制
と
す
べ
き
こ
と
を
唱
え
た
。

　
も
う
一
人
の
憲
法
講
師
清
水
澄
は
一
八
八
一
年
に
生
ま
れ
、
一
八
九
四
年
に
東
大
法
科
を
卒
業
し
た
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
国
法
学
と
行

政
法
学
を
学
び
、
一
九
〇
五
年
に
法
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
。
宮
内
省
及
び
東
宮
御
学
問
掛
と
し
て
大
正
・
昭
和
天
皇
、
満
州
国
皇
帝
の

溥
儀
に
憲
法
学
を
進
講
し
、
日
本
最
後
の
枢
密
院
顧
問
官
と
な
っ
）
70
（
た
。

㈢
　
法
政
速
成
科
の
憲
法
学
講
義

　
前
述
の
よ
う
に
、
筧
の
『
国
法
学
』
講
義
は
、『
速
成
科
講
義
録
』
に
は
一
部
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
「
緒
論
」
の
内

容
を
通
じ
て
筧
の
講
義
の
骨
格
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
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筧
の
国
法
学
講
義
は
、「
普
通
に
い
わ
ゆ
る
国
法
学
と
違
っ
て
（
中
略
）
憲
法
学
の
範
囲

と
全
く
同
）
71
（

じ
」
で
あ
り
、
明
治
憲
法
の
統
治
権
）
72
（

論
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
同
講
義
は

国
法
学
を
「
国
の
統
治
組
織
と
統
治
作
用
に
関
す
る
法
）
73
（
学
」
と
定
義
づ
け
、
統
治
組
織
と
統

治
作
用
の
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ
「
国
家
が
統
治
権
を
行
う
機
関
」
と
「
国
家
と
国
家
機
関
の
統

治
権
行
使
に
関
す
る
規
）
74
（

範
」
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
国
法
学
の
対
象
と
す
る
と
こ
ろ
は

「
国
家
の
統
治
目
的
と
そ
の
動
）
75
（
機
」
を
研
究
す
る
政
治
学
と
は
異
な
る
。
筧
の
緒
論
に
は
、

同
講
義
は
「
一
般
国
法
の
基
礎
」
を
論
じ
て
「
日
本
の
国
法
を
中
核
と
す
）
76
（

る
」
内
容
に
及
ぶ

構
成
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
表
９
に
示
す
通
り
、
総
論
の
第
一
章
以
降
は

中
国
語
に
訳
さ
れ
ず
、
従
っ
て
『
速
成
科
講
義
録
』
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
そ
の
細
か

な
内
容
ま
で
は
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
筧
の
講
義
の
も
う
一
つ
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
統
治
権
と
最
高
主
権
と
の
区
分
け
に
関
す

る
解
釈
で
あ
る
。
筧
に
よ
る
と
、
統
治
権
は
国
家
と
同
時
に
存
立
し
、
即
ち
統
治
権
が
あ
れ

ば
国
家
が
あ
り
、
そ
こ
に
先
後
関
係
は
な
）
77
（

い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
統
治
権
は
他
の
権
力
か
ら

生
じ
た
の
で
は
な
く
、
統
治
権
が
他
の
権
力
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

統
治
権
は
最
高
に
し
て
比
較
し
得
な
い
権
力
で
あ
り
、
さ
ら
に
統
治
権
は
国
家
人
格
に
由
来
す

る
た
め
、
統
治
権
を
国
家
自
主
権
ま
た
は
「
本
来
主
権
（Ursprüngliche H

errschergew
alt

）」
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
し
か
も
君
主
国
に
お
い
て
、
君
主
が
国
権
の
総
攬
者

（Träger der Staatsgew
alt

）
と
し
て
有
す
る
歴
史
的
意
味
に
お
け
る
至
高
権
限
（Souveränität  

im
 historischen Sinne

）
は
、
何
に
も
付
け
加
え
ら
れ
な
い
単
純
な
最
高
主
権
と
は
全
く
異

表９　筧克彦講義の構成（部分）

緒論
第一條 国法学之意義
第二條 国法学之範囲
第三條 国法学之種類

第一篇
総論

第一章 国家 第一節 国家之意義 第一款 総説
第二款 国家成立之要素
第三款 非国家之人民集合体
第四款 国家之性質

以下欠
『法政速成科講義』（第１号、第５号）を基に筆者作成
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な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
清
水
澄
は
『
憲
法
』
講
義
で
、
筧
と
は
異
な
り
、
国
家
は
統
治
権
の

客
体
で
あ
る
と
唱
え
、
統
治
権
主
・
客
体
論
に
依
拠
し
た
。
表
10
は
清
水
が
法
政
速

成
科
で
行
っ
た
講
義
の
構
成
で
あ
る
。

　
清
水
は
明
治
憲
法
第
一
条
を
「
日
本
帝
国
を
統
治
権
の
客
体
と
し
、
天
皇
を
統
治

権
の
主
）
78
（
体
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
た
。
清
水
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
統
治
権

は
、「（
一
定
の
土
地
に
お
い
て
）
統
一
的
な
団
体
を
組
立
て
る
権
）
79
（

力
」
で
あ
り
、
す
な

わ
ち
「
統
轄
の
権
力
」
と
し
て
の
統
治
権
は
「
最
高
に
し
て
無
上
な
権
力
」
と
し
て

の
主
権
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
最
高
権
力
を
表
す
時
に
統
治
権
と
主
権
は
殆
ど
同
じ

意
味
を
表
す
が
、
主
権
は
統
治
権
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
明
治
憲
法

第
一
条
と
第
四
条
は
、
天
皇
は
日
本
の
統
治
権
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

「
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
」
と
い
う
語
は
「
中
央
集
権
を
形
容
す
る
言
葉
に
過
ぎ
な
い
し
、

国
法
上
に
あ
る
君
主
の
地
位
を
解
釈
す
る
言
葉
で
は
な
）
80
（
い
」
と
、
清
水
は
主
張
し
た
。

統
治
権
主
体
に
対
し
て
、
清
水
の
講
義
で
は
、
土
地
と
臣
民
か
ら
な
る
国
家
は
統
治

権
の
客
体
で
あ
）
81
（
る
と
定
め
た
。
し
か
も
清
水
は
三
権
分
立
を
一
変
し
、
行
政
権
か
ら

「
君
主
自
行
之
作
用
）
82
（

」
を
分
離
し
た
。
清
水
は
更
に
大
権
作
用
を
「
君
主
が
他
機
関

に
委
任
し
て
行
う
も
の
」
と
「
君
主
が
自
ら
行
う
も
）
83
（
の
」
に
区
分
し
、
前
者
を
司
法

と
行
政
に
分
け
、
議
会
の
協
賛
の
要
否
を
も
っ
て
後
者
と
区
別
し
た
。
そ
し
て
、
も

し
議
会
の
協
賛
な
く
君
主
が
自
ら
決
定
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
狭
義
の
大
権
作
）
84
（

用
で
あ

表10　清水澄憲法講義の構成

第一編
総論

第一章 国家
第四編
憲法上之
機関

第一章 総論
第二章 憲法 第二章 摂政

第二編
統治権之
主体

第一章 統治権之性質 第三章 国務大臣
第二章 統治権主体之意義 第四章 帝国議会
第三章 統治権主体之天皇之性質

第五編
統治権之
作用

第一章 立法
第四章 自然人之天皇 第二章 預算
第五章 皇位継承 第三章 狭義憲法上之大権

第三編
統治権之
客体

第一章 総論 第四章 司法
第二章 領土 第五章 財務行政
第三章 臣民

『法政速成科講義』（第46号）を基に筆者作成
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る
と
し
た
。

　
筧
と
清
水
の
講
義
を
通
じ
て
、
統
治
権
を
中
核
と
す
る
明
治
憲
法
及
び
そ
の
解
釈
学
が
近
代
中
国
の
知
識
人
に
伝
受
さ
れ
た
。
例
え
ば

梁
啓
超
の
開
明
専
制
論
は
「
筧
克
彦
氏
の
学
説
を
祖
述
し
、
民
選
議
院
が
ま
だ
成
立
し
て
な
い
憲
政
実
行
の
過
渡
期
を
指
）
85
（
す
」
理
論
と
さ

れ
る
。
ま
た
楊
度
の
憲
政
思
想
に
あ
る
責
任
内
閣
と
国
会
に
関
す
る
議
論
は
、
清
水
が
速
成
科
で
行
っ
た
講
義
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
）
86
（
る
。
法
政
速
成
科
で
展
開
さ
れ
た
筧
や
清
水
の
講
義
は
近
代
中
国
の
体
系
的
な
憲
法
学
教
育
の
濫
觴
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
　
近
代
中
国
に
お
け
る
憲
法
学
教
育
の
展
開

㈠ 

　
中
国
語
訳
日
本
人
憲
法
著
作
を
教
科
書
と
し
て
用
い
る
学
校
と
そ
の
機
関
誌

　

―
北
洋
法
政
学
堂
と
『
北
洋
法
政
学
報
』

1　

北
洋
法
政
学
堂
の
創
設

　
天
津
に
位
置
す
る
北
洋
法
政
学
堂
は
「
中
国
初
の
全
日
制
普
通
高
等
法
政
学
）
87
（
校
」
で
あ
り
、
そ
の
前
身
は
一
九
〇
五
年
に
開
か
れ
た
直

隷
法
政
学
堂
で
あ
る
。
同
年
一
〇
月
、
当
時
の
直
隷
総
督
袁
世
凱
は
日
本
視
察
か
ら
帰
国
し
た
閻
鳳
閣
の
意
）
88
（
見
に
従
っ
て
、
彼
の
幕
僚
で

あ
る
黎
）
89
（

淵
と
稽
）
90
（

鏡
に
日
本
か
ら
の
帰
国
を
命
じ
、
日
本
の
司
法
省
法
学
校
の
よ
う
に
正
則
科
と
速
成
科
を
併
せ
持
つ
法
律
関
係
の
教
育
機

関
を
模
倣
し
た
北
洋
法
政
学
堂
の
創
設
に
着
手
し
た
。
一
九
〇
六
年
七
月
、
清
国
政
府
が
「
北
洋
法
政
学
堂
章
程
」
を
公
布
し
、
同
年
一

二
月
三
〇
日
に
同
学
堂
が
設
け
ら
れ
た
。
一
九
〇
七
年
三
月
、
北
洋
法
政
学
堂
の
建
設
が
基
本
的
に
終
了
し
、
六
月
か
ら
学
生
募
集
を
開

始
し
た
。
辛
亥
革
命
以
降
、
北
洋
法
政
学
堂
は
北
洋
法
政
専
門
学
校
（
一
九
一
一
年
）、
直
隷
公
立
法
政
専
門
学
校
（
一
九
一
四
年
）、
河
北
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省
立
法
政
専
門
学
校
（
一
九
二
八
年
）、
河
北
省
立
法
商
大
学
（
一
九
二
九
年
）
と
変
遷
を
繰
り
返
し
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は
、
法

商
大
学
の
法
律
系
と
商
業
系
は
そ
れ
ぞ
れ
に
北
京
法
政
学
院
（
現
・
中
国
政
法
大
学
）
と
南
開
大
学
に
併
合
さ
れ
た
。

　
北
洋
法
政
学
堂
の
学
制
と
設
置
科
目
は
、
日
本
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
で
お
り
、
速
成
科
と
専
門
科
が
設
け
ら
れ
た
。
速
成
科
は
弁
護

士
を
養
成
す
る
司
法
科
と
地
方
士
紳
（
地
方
の
有
力
地
主
と
退
職
官
吏
）
を
育
成
す
る
行
政
科
に
分
け
ら
れ
、
三
年
以
内
に
大
清
律
例
、
現

行
法
制
、
憲
法
大
意
、
刑
法
、
民
法
要
論
な
ど
一
四
科
目
を
修
了
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
専
門
科
は
法
律
系
と
政
治
系
を
設
け
、
六

年
間
で
多
く
の
授
業
を
修
得
し
た
上
で
、
日
本
語
と
も
う
一
つ
の
外
国
語
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
北
洋
学
堂
に
お
い

て
、
速
成
科
と
専
門
科
に
拘
ら
ず
、
日
本
人
教
員
が
担
当
す
る
授
業
は
「
一
律
通
訳
を
設
け
）
91
（

ず
」
日
本
語
で
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
法
学
分
野
で
講
義
を
担
当
し
た
日
本
人
は
、
今
井
嘉
）
92
（
幸
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
帰
国
し
た
中
国
人
講
師
に
よ
る
講
義
は
、

日
本
人
に
よ
る
教
科
書
に
依
拠
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
（
次
節
を
参
照
）。
北
洋
法
政
学
堂
で
学
ぶ
学
生
た
ち
は
、
日
本
人
学
者

の
著
作
を
中
国
語
訳
し
編
集
し
た
教
科
書
を
用
い
て
憲
法
や
そ
の
他
の
法
律
を
学
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
、
次
節
で
紹
介
す
る

『
北
洋
法
政
学
報
』
に
主
に
掲
載
さ
れ
た
。

2　

憲
法
学
教
育
に
お
け
る
『
北
洋
法
政
学
報
』
が
果
た
し
た
役
割

　
直
隷
総
督
袁
世
凱
が
管
轄
す
る
北
洋
官
報
局
が
主
管
と
な
っ
て
発
行
し
て
い
た
『
北
洋
法
政
学
報
（
以
下
、『
学
報
』）』
は
、「（
我
が
国

に
お
い
て
）
政
治
と
法
律
の
学
問
は
ま
だ
萌
芽
の
時
期
に
あ
っ
て
、
報
章
（
新
聞
と
雑
誌
の
総
称
―
筆
者
）
の
力
を
借
り
ず
に
、
障
碍
を
突

破
し
先
路
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
）
93
（

い
」
と
す
る
考
え
に
立
脚
し
て
い
た
。
こ
の
『
学
報
』
は
、
法
政
大
学
の
法
政
速
成
科
に
い
る
清
国
か

ら
の
留
学
生
が
東
京
で
編
纂
し
て
い
た
『
法
政
雑
誌
』
と
北
洋
官
報
局
が
編
纂
し
て
い
た
『
北
洋
学
報
』
が
合
併
し
、
日
本
に
留
学
し
て

い
た
呉
興
譲
を
主
筆
に
迎
え
て
一
九
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
〇
年
に
『
北
洋
政
学
旬
報
』
と
改
名
す
る
ま
で
、
総
計

一
五
六
号
の
『
学
報
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
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　『
学
報
』
が
、
主
と
し
て
編
訳
さ
れ
た
日
本
人
法
学
者
の
著
作
を
採
録
す

る
理
由
に
つ
い
て
、
呉
興
譲
は
「
我
が
国
の
法
学
研
究
者
は
た
だ
法
律
条
文

を
解
釈
し
、
そ
の
精
義
を
求
め
る
暇
が
無
」
く
、
ま
た
「
法
政
学
堂
の
定
員

は
限
り
が
あ
り
、
普
及
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
加
え
、

「
日
本
は
変
法
の
初
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
刊
行
さ
れ
て
い
た
各
種
の
法

政
雑
誌
が
非
常
に
多
く
、
顕
著
な
効
果
が
見
ら
れ
る
」
と
し
、「
本
学
報
の

編
集
は
（
中
略
）
日
本
語
か
ら
の
訳
著
を
通
じ
て
法
政
両
学
の
芽
を
吹
か
せ

（
中
略
）
も
っ
て
立
憲
国
を
成
さ
）
94
（
ん
」
と
、
発
刊
の
趣
旨
を
述
べ
た
。
こ
こ

に
見
る
「
法
政
両
学
の
芽
を
吹
か
せ
よ
う
」
と
す
る
意
思
か
ら
、『
学
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
編
訳
講
義
は
、
同
じ
北
洋
一
）
95
（
派
に
属
す
る
北
洋
法
政
学
堂
に

お
け
る
憲
法
講
義
で
用
い
ら
れ
る
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
憲
法
講
義
に
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
訳
著
の
内
、
主
に
『
国
法
学
』、『
比
較
憲
法
学
』
と
『
憲
法
研
究
書
』
の

三
つ
に
つ
い
て
、
以
下
考
察
を
加
え
る
。

　
①
　『
国
法
学
』

　
こ
の
講
義
録
は
筧
克
彦
が
講
述
し
、
呉
興
譲
に
よ
っ
て
中
国
語
訳
さ
れ
、

『
学
報
』
第
二
三
冊
か
ら
第
三
八
冊
（
二
九
、
三
五
、
三
七
冊
を
除
く
）
ま
で

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
全
体
的
構
成
は
表
11
の
通
り
で
あ
る
。

生
涯
に
亘
っ
て
「
国
法
学
」
に
つ
い
て
の
自
著
を
残
さ
な
か
っ
た
筧
の
国
法

表11　『北洋法政学報』に掲載された国法学講義の構成

緒論
第一章 国法学之意義
第二章 国法学之範圍
第三章 国法学之編別

第一編
総論国家

第一章 国家
第二章 国法

第二編
国家有形之要素

第一章 元首
第二章 国土
第三章 国民

第三編
国家無形之要素

第一章 統治権
第二章 統治機関
第三章 統治作用

結論 至善之国法
『北洋法政学報』（第23～ 38冊）を基に筆者作成
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学
の
全
体
像
を
知
る
た
め
に
本
講
義
録
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
表
11
が
示
す
筧
講
義
の
構
成
か
ら
見
え
る
こ
と
は
、
当
時
日
本
で
展
開
さ
れ
て
い
た
統
治
権
論
を
中
心
と
す
る
国
法
ま
た
は
憲
法
の
講

義
に
大
差
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
穂
積
八
束
が
中
央
大
学
邦
語
法
学
科
で
行
っ
た
憲
法
講
）
96
（
義
は
「
国
家
（
第
一

編
）
―
統
治
の
主
体
（
第
二
編
）
―
統
治
の
客
体
（
第
三
編
）
―
統
治
機
関
（
第
四
編
）
―
統
治
権
の
作
用
（
第
五
編
）」
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
た
。
清
水
澄
が
日
本
大
学
で
講
じ
た
「
国
法
学
・
憲
法
）
97
（

篇
」
と
名
付
け
ら
れ
た
講
義
も
、「
総
論
（
第
一
編
）
―
統
治
権
の
主
体
（
第

二
編
）
―
統
治
権
の
客
体
（
第
三
編
）
―
憲
法
上
の
機
関
（
第
四
編
）
―
統
治
権
の
作
用
（
第
五
編
）」
か
ら
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
穂
積

と
清
水
の
講
義
に
掲
げ
る
統
治
の
客
体
は
即
ち
領
土
と
臣
民
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
穂
積
と
清
水
の
講
義
に
反
映
さ
れ
て
い
た
統
治
権
を

中
心
と
す
る
講
義
の
構
成
は
、
明
ら
か
に
筧
の
講
義
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
講
義
の
内
容
に
お
い
て
、
筧
は
一
般
の
原
理
の
他
に
、
統
治
権
は
国
家
を
な
す
無
形
の
要
素
で
あ
る
こ
と
と
主
権
は
国
家
を
な

す
要
素
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
統
治
権
は
「
国
の
最
高
権
力
」
と
し
て
「
国
内
に
お
い
て
行
」
い
、
且
つ
そ

の
主
体
は
「
即
為
国
家
之
全
部
（
即
ち
国
家
全
部
を
為
）
98
（

す
）」
も
の
と
さ
れ
る
。
統
治
権
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
中
国
国
民
に
見
ら

れ
る
「
君
と
民
だ
け
あ
っ
て
国
家
全
体
の
意
識
が
な
）
99
（
い
」
弊
風
を
改
め
ら
れ
る
。
統
治
権
と
は
異
な
り
、
対
外
の
「
最
高
主
権
」
は
「
必

ず
国
際
法
に
よ
り
制
限
さ
れ
）
100
（

る
」
の
で
、
最
高
主
権
は
国
家
を
成
り
立
た
せ
る
要
素
で
は
な
い
。
至
善
の
国
法
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、

筧
は
古
今
東
西
の
国
々
の
政
体
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
も
一
致
し
て
い
な
い
た
め
無
益
な
議
論
で
あ
る
と
説
き
、
ど
の
よ
う
な
国

法
を
採
る
べ
き
か
は
、「
そ
の
国
の
国
民
の
程
度
に
鑑
み
て
、
合
う
も
の
が
善
、
合
わ
な
い
も
の
が
不
善
で
あ
る
」
と
、
主
張
し
た
。
最

後
に
、
も
し
中
国
の
国
情
を
考
え
れ
ば
、「
開
明
専
制
は
至
善
の
国
）
101
（

法
」
だ
と
、
筧
は
考
え
た
。

　
②
　『
比
較
憲
法
学
』

　
同
講
義
録
は
劉
鴻
翔
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
憲
法
と
そ
の
解
釈
学
を
基
調
と
し
、
英
米
の
三
権
分
立
を
比
較
参
照
し
て
、

憲
法
の
基
本
構
造
を
解
き
明
か
し
て
い
る
。『
学
報
』
第
五
九
冊
か
ら
第
七
三
冊
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
講
義
録
の
構
成
は
、
表
12
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の
通
り
で
あ
る
。

　
同
講
義
は
比
較
憲
法
に
関
わ
る
講
義
な
の
で
章
構
成
は
同
時
期
の
日
本
の
帝
国
憲
法
講
義
と
は
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治
日
本
に
よ
っ
て
憲
法
上
明
記
さ
れ
た
「
国
体
」
と
い
う
概
念
は
、
同
講
義

に
お
い
て
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
立
憲
諸
国
の
様
相
を
解
釈
す
る
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
内
容
面
に
お
い
て
、
同
講
義
録
は
「（
異
な
る
憲
法
を
比
較
し
て
）
そ
の
同
じ
も
の
か
ら
一
般

の
法
理
を
見
て
そ
の
原
則
を
推
測
し
、
そ
の
相
違
か
ら
一
国
の
特
質
を
知
り
そ
の
真
相
を
究
め
る
こ
と

が
で
き
）
102
（

る
」
と
述
べ
、
比
較
憲
法
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
。
同
講
義
に
よ
る
と
、
国
家
は
「
唯
一
の

主
権
の
下
に
結
合
さ
れ
た
一
定
の
地
域
に
定
住
し
て
い
る
多
数
の
人
間
か
ら
成
る
団
）
103
（
体
」
で
あ
り
、
同

時
に
団
体
を
結
合
さ
せ
る
権
力
は
「
国
権
と
謂
い
、
も
し
く
は
統
治
権
と
云
）
104
（
う
」。「
今
日
の
立
憲
制
度

の
根
本
は
皆
三
権
分
立
を
採
ろ
う
」
に
も
、「
各
立
憲
国
に
お
い
て
極
端
な
権
力
分
立
主
義
を
採
る
例

は
少
な
い
」
の
が
現
実
で
あ
る
た
め
、
君
主
国
に
お
い
て
君
主
が
有
す
大
権
は
「（
三
権
分
立
下
の
大
統

領
と
違
っ
て
）
単
に
行
政
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
立
法
、
司
法
各
部
に
）
105
（
も
」
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
に
、
国
法
上
に
あ
る
国
務
大
臣
の
輔
弼
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
。

筆
者
か
ら
見
る
と
、
同
講
義
は
、
立
憲
共
和
国
の
憲
法
理
論
特
に
三
権
分
立
論
を
、
君
主
立
憲
国
特
に

日
本
式
の
君
主
大
権
論
と
比
較
し
な
が
ら
、
統
治
権
、
大
権
と
立
法
や
司
法
の
よ
う
な
分
立
さ
れ
た
諸

権
力
の
繫
が
り
を
描
き
試
み
た
。

　
③
　『
憲
法
研
究
書
』

　
こ
の
資
料
は
、
富
岡
康
郎
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
学
説
比
較
法
理
圖
解
憲
法
研
究
）
106
（

書
』
を
、
呉
興

譲
が
中
国
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
穂
積
八
束
、
副
島
義
一
の
憲
法
学
講
義
、
一
木
喜

表12　北洋法政学報に掲載された比較憲法学講義の構成

緒論
第一章 国家及国体 第六章 議会之召集開会閉会及解散
第二章 立憲制度之発達 第七章 議会之許可権
第三章 三権分立 第八章 議会之権利義務
第四章 成文憲法 第九章 君主及大統領
第五章 議会之組織 第十章 国務大臣及內閣

『北洋法政学報』（第59～ 73冊）を基に筆者作成
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徳
郎
の
国
法
講
義
、
そ
し
て
、
岡
実
と
一
木
喜
徳
郎
の
行
政
法
講
義
等
を

多
く
引
用
し
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
呉
興
譲
の
中
国
語
訳
は
、『
学

報
』
第
一
冊
か
ら
第
一
一
冊
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
構
成
は 

表
13
の
通
り
で
あ
る
。
同
書
は
、
明
治
憲
法
学
の
統
治
権
と
主
権
に
対
す

る
解
釈
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぎ
、
統
治
権
と
主
権
を
め
ぐ
る
明
治
日
本
の

憲
法
学
者
が
展
開
し
た
議
論
を
要
約
し
て
編
集
し
た
。
明
治
期
の
憲
法
学

者
の
著
作
か
ら
の
数
多
く
の
引
用
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
同
書
は
、
日
本

憲
法
学
者
の
学
説
集
と
見
な
し
て
も
良
い
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

㈡
　
日
本
人
を
講
師
と
す
る
憲
法
学
教
育
機
関
：
京
師
法
律
学
堂

　

1　

京
師
法
律
学
堂
の
創
設
と
日
本
人
憲
法
講
師
の
招
聘

　
京
師
法
律
学
堂
は
清
国
末
期
に
活
躍
し
た
修
訂
法
律
大
臣
瀋
家
本
が
提

唱
し
創
立
し
た
近
代
中
国
初
の
官
立
法
律
専
門
学
校
で
あ
る
。
一
九
〇
五

年
三
月
に
瀋
家
本
と
伍
廷
芳
に
よ
っ
て
提
議
さ
れ
、「
大
学
堂
法
律
学
門

が
列
す
る
科
目
お
よ
び
日
本
で
設
け
ら
れ
た
法
政
速
成
科
（
も
ち
ろ
ん
法

政
大
学
の
も
の
に
限
ら
な
い
―
筆
者
注
）」
を
真
似
て
授
業
を
設
け
、「
新
律

修
訂
の
た
め
に
裁
判
官
を
養
）
107
（

成
」
す
る
こ
と
に
目
的
が
置
か
れ
た
。

　
清
国
学
部
（
＝
文
部
省
）
の
審
定
を
経
て
、
一
九
〇
五
年
七
月
か
ら
準

備
過
程
が
始
ま
り
、
一
九
〇
六
年
九
月
に
開
学
し
、
瀋
家
本
が
管
理
大
臣
、

表13　『北洋法政学報』に掲載された憲法研究書の構成

第一編
緒論

第一章 総説 第四章 帝国議会
第二章 国家 第五章 国務大臣
第三章 憲法 第六章 枢密顧問
第四章 統治権 第七章 裁判所
第五章 憲法学之範囲 第八章 会計檢察院

第二編
統治権之主体

総説

第三編
国家之機能

第一章 総説
第一綱 国家自然的基礎 第二章 法律
第一章 臣民 第三章 命令
第二章 領土 第四章 預算
第二綱 国家之機関 第五章 司法権
第一章 総説 第六章 行政権
第二章 天皇 第七章 国際條約
第三章 摂政

『北洋法政学報』（第１～ 11冊）を基に筆者作成
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董
康
ら
が
提
）
108
（
調
に
任
じ
ら
れ
た
。
学
堂
の
修
業
年
数
は
三
年
間
で
あ
り
、
各
年
に
履
修
す
べ
き
科
）
109
（
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
週

授
業
時
間
数
を
、
第
一
学
期
と
第
二
学
期
の
順
で
括
弧
内
に
記
す
。

　
第
一
年
（
第
一
学
期
・
第
二
学
期
）：
大
清
律
例
お
よ
び
唐
明
律
（
四
・
三
）、
現
行
法
制
お
よ
び
歴
代
法
制
沿
革
（
四
・
三
）、
法
学
通
論
（
六
・

四
）、
経
済
通
論
（
四
・
四
）、
国
法
学
（
四
・
四
）、
ロ
ー
マ
法
（
二
・
二
）、
民
法
（
〇
・
四
）、
刑
法
（
六
・
〇
）、
外
国
文
（
四
・
四
）、
体
操

（
〇
・
二
）。

　
第
二
年
（
第
一
学
期
・
第
二
学
期
）：
憲
法
（
三
・
〇
）、
刑
法
（
四
・
三
）、
民
法
（
四
・
四
）、
商
法
（
三
・
三
）、
民
事
訴
訟
法
（
四
・
六
）、
刑

事
訴
訟
法
（
四
・
三
）、
裁
判
所
編
制
法
（
二
・
〇
）、
国
際
公
法
（
二
・
二
）、
行
政
法
（
〇
・
二
）、
監
獄
法
（
〇
・
三
）、
訴
訟
実
習
（
四
・
四
）、

外
国
文
（
四
・
四
）、
体
操
（
二
・
二
）。

　
第
三
年
（
第
一
学
期
・
第
二
学
期
）：
民
法
（
四
・
四
）、
商
法
（
二
・
四
）、
大
清
公
司
律
（
二
・
〇
）、
大
清
破
産
律
（
〇
・
二
）、
民
事
訴
訟
法

（
四
・
六
）、
刑
事
訴
訟
法
（
二
・
〇
）、
国
際
私
法
（
三
・
四
）、
行
政
法
（
二
・
〇
）、
財
政
通
論
（
三
・
四
）、
訴
訟
実
習
（
六
・
六
）、
外
国
文

（
四
・
四
）、
体
操
（
二
・
二
）。

　
こ
の
他
に
、
一
年
半
を
学
制
と
す
る
速
成
科
も
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
主
な
授
業
は
大
清
律
例
及
び
唐
明
律
、
現
行
法
制
及
び
歴
代
法
制

沿
革
、
法
学
通
論
、
憲
法
大
意
、
刑
法
、
民
法
要
論
、
商
法
要
論
、
大
清
公
司
律
、
大
清
破
産
律
、
民
事
訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
裁
判

所
編
制
法
、
国
際
法
、
監
獄
学
と
訴
訟
実
習
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
当
時
清
国
政
府
顧
問
の
岡
田
朝
太
郎
、
松
岡
義
正
、
志
田
鉀
太
郎
、
小
河
滋
次
郎
に
加
え
、
海
軍
主
計
中
尉
の
岩
井
尊
文
を

招
聘
し
、
諸
講
義
を
担
当
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
講
義
の
中
国
語
訳
は
、「
京
師
法
律
学
堂
筆
記
」
と
し
て
熊
元
翰
に
よ
り
編
集
・
整
理
し

て
刊
行
さ
れ
）
110
（

た
。「
京
師
法
律
学
堂
筆
記
」
の
各
巻
か
ら
、
岡
田
は
法
学
通
論 
、
憲
法
、
行
政
法
、
大
清
刑
法
総
則
、
大
清
刑
法
分
則
、

大
清
法
院
編
制
法
、
刑
事
訴
訟
法
を
担
当
し
、
松
岡
は
民
法
総
則
、
物
権
法
総
論
、
債
権
法
格
倫
、
親
族
法
、
相
続
法
、
民
事
訴
訟
法
、
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破
産
法
の
教
鞭
を
執
り
、
志
田
は
商
行
為
法
、
会
社
法
、
手
形
法
、
船
舶

法
、
国
際
私
法
の
講
義
を
行
い
、
小
河
は
監
獄
学
と
大
清
監
獄
律
の
教
員

を
務
め
、
岩
井
は
国
法
学
と
国
際
法
を
講
じ
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
れ
る
。

　
一
九
〇
六
年
に
開
学
し
て
か
ら
一
一
年
の
閉
校
に
至
る
ま
で
、
京
師
法

律
学
堂
は
短
命
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
「
卒
業
者
は
千
人
近
く
に
達

し
、
一
時
は
隆
盛
を
極
）
111
（
め
」
た
。
そ
こ
で
表
14
に
あ
る
「
国
法
学
」
を
担

当
し
た
岩
井
尊
文
と
そ
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
、
次
節
で
紹
介
し
よ
う
。

　

2　

京
師
法
律
学
堂
の
憲
法
学
講
義

　
①
　
岩
井
尊
文
の
講
義
：『
国
法
学
』

　
岩
井
尊
文
は
一
八
七
七
年
に
奈
良
県
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
三
年
に
東
京

帝
国
大
学
の
独
法
科
を
卒
業
し
、
同
年
七
月
に
海
軍
主
計
中
尉
に
就
い
て

か
ら
、
一
九
〇
四
年
に
海
軍
大
尉
に
昇
任
し
、
日
露
戦
争
に
功
績
に
よ
っ

て
旭
日
雙
光
章
が
授
与
さ
れ
た
。
大
学
教
員
で
は
な
か
っ
た
岩
井
が
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
清
国
政
府
に
雇
用
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
筆
者
は
彼

を
指
導
し
た
後
述
の
岡
田
朝
太
郎
の
推
挙
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
し
て
い

る
が
、
そ
の
実
証
は
他
日
を
期
し
た
い
。
岩
井
は
そ
の
後
の
一
九
〇
九
年

に
再
び
ド
イ
ツ
に
赴
い
て
商
法
と
刑
法
を
学
び
、
帰
朝
後
に
弁
護
士
と
し

て
日
本
の
法
律
界
で
活
躍
し
）
112
（

た
。

表14　岩井尊文『国法学』の構成

緒論 第五章 摂政

第一編
国家之根
本観念

第一章 国家之法律上意義 第六章 監国

第二章 国家之活動範囲 第七章 国務大臣

第三章 国家之機関 第八章 枢密顧問

第四章 統治権之意義 第九章 国会

第五章 国体政体 第十章 裁判所
第二編
統治権之
活動範囲

第一章 領土 第十一章 行政組織

第二章 人民

第四編
統治作用

第一章 立法

第三編
統治権之
機関

第一章 君主 第二章 命令

第二章 君位継承 第三章 司法

第三章 君位継承之順序方法 第四章 行政

第四章 大統領

岩井尊文口述熊元翰編集『国法学（上・下）』を基に筆者作成
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表
14
が
示
し
た
よ
う
に
、
岩
井
の
講
義
は
依
然
と
し
て
統
治
権
の
客
体
（
範
囲
）、
機
関
と
作
用

を
中
心
に
講
義
を
行
っ
た
が
、
彼
が
云
う
統
治
権
は
「
憲
法
の
規
定
に
よ
り
生
」
じ
、
且
つ
「
統

治
権
の
内
容
は
権
利
に
属
し
、
統
治
権
の
行
使
は
権
力
に
属
）
113
（
す
」
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
所
謂
国

家
は
、
権
利
の
主
体
で
あ
り
権
力
の
主
体
で
は
な
い
。
し
か
も
君
主
は
「
統
治
権
を
総
攬
す
る
国

の
第
一
次
機
関
）
114
（

」
と
見
な
す
べ
き
で
、
岩
井
は
更
に
、
穂
積
八
束
が
主
張
し
た
天
皇
＝
統
治
権
主

体
論
に
批
判
を
加
え
た
。
彼
に
よ
る
と
、
①
憲
法
は
君
主
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
穂
積
が
唱
え
た
よ
う
に
、
君
主
が
同
時
に
統
治
権
と
大
権
の
主
体
で
あ
り
そ
の
権
限
を
一

つ
一
つ
憲
法
で
列
挙
す
る
必
要
が
な
い
と
す
る
解
釈
は
間
違
っ
て
お
り
、
②
君
主
が
統
治
権
の
主

体
で
あ
る
以
上
、
そ
の
権
力
は
絶
対
に
無
制
限
で
あ
る
。
故
に
、
大
権
事
項
は
必
ず
君
主
の
親
裁

を
仰
ぐ
こ
と
を
定
め
る
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
、
立
法
権
は
必
ず
議
会
に
帰
し
、
司
法

権
は
必
ず
裁
判
所
に
帰
す
る
の
で
、
君
主
も
ま
た
憲
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
権
限
は
絶
対
無
限

と
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
③
穂
積
が
述
べ
る
憲
法
上
の
大
権
は
大
権
事
項
を
指
す
が
、

範
囲
が
狭
す
ぎ
る
と
い
う
。
岩
井
の
主
張
の
主
旨
は
、
君
主
を
統
治
権
の
主
体
で
も
憲
法
上
の
大

権
の
主
体
と
も
考
え
ず
、
統
治
権
の
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
点
に
あ
っ
た
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

　
②
　
岡
田
朝
太
郎
の
講
義
：『
憲
法
』

　
一
八
六
八
年
に
生
ま
れ
、「
明
治
刑
法
学
の
巨
）
115
（

星
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
岡
田
は
、
近
代
中

国
の
法
整
備
を
語
る
上
で
看
過
で
き
な
い
人
物
で
あ
）
116
（
る
。
彼
は
憲
法
も
講
義
し
た
。

　
表
15
の
よ
う
に
、
岡
田
の
講
）
117
（

義
も
当
時
の
潮
流
に
従
い
、
主
・
客
体
論
と
機
関
論
と
作
用
論
か

ら
統
治
権
の
構
造
を
解
明
し
て
い
た
。
同
講
義
に
よ
る
と
、
統
治
権
は
「
国
家
を
主
宰
す
る
力
」

表15　岡田朝太郎『憲法』の構成

緒論
第一章 憲法之定義及其種類 第三章 司法機関
第二章 日本憲法之改正手続 第四章 行政機関

第一編
統治権

第一章 統治権之性質及主権
第三編
統治権作
用之大綱

第一章 総論
第二章 統治権之主体 第二章 大権
第三章 統治権之客体 第三章 立法

第二編
統治機関

第一章 総論 第四章 預算
第二章 立法機関及日本帝国議会

岡田朝太郎『法学通論：憲法・行政法』を基に筆者作成
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で
あ
り
、
内
に
対
し
て
は
臣
民
を
服
従
さ
せ
、
外
に
対
し
て
は
他
国
と
交
際
を
行
う
主
体
と
所
在
が
統
一
さ
れ
て
い
る
権
力
で
あ
る
。
日

本
で
は
明
治
憲
法
四
条
に
「
天
皇
ハ
国
ノ
元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総
攬
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
は
最
高
統
治
権
の
主
体
で
あ
り
、
岡

田
の
考
え
方
は
上
述
の
岩
井
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
岡
田
は
講
義
で
当
時
の
中
国
の
憲
法
制
定
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、

「
欽
定
憲
法
大
綱
」
な
ど
に
も
言
及
し
て
い
）
118
（
る
。

㈢
　
中
華
民
国
期
「
日
本
派
」
憲
法
学
教
育
の
集
大
成
：
朝
陽
大
学

1　

北
京
法
学
会
か
ら
朝
陽
大
学
法
律
系

　「
中
国
初
の
法
科
高
等
学
）
119
（
校
」
と
言
わ
れ
る
朝
陽
大
学
は
一
九
一
二
年
（
中
華
民
国
元
年
）
一
一
月
二
三
日
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
前
身

は
瀋
家
本
が
清
国
末
期
に
創
立
し
た
「
近
代
中
国
初
の
法
学
者
の
全
国
的
学
）
120
（
会
」
の
北
京
法
学
会
で
あ
る
。

　
一
九
一
〇
年
冬
、
清
国
政
府
修
訂
法
律
館
と
京
師
法
律
学
堂
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
汪
有
齢
と
江
庸
ら
は
、
既
に
戊
戌
変
法
期
に
梁
啓

超
が
構
想
し
て
い
た
、
法
学
の
研
究
を
目
的
と
し
た
学
会
の
創
設
を
企
図
し
た
。
そ
し
て
瀋
家
本
の
支
持
を
得
た
上
で
、
同
年
一
一
月
に

瀋
を
会
長
と
す
る
北
京
法
学
会
が
発
足
す
る
。
当
時
、
北
京
法
学
会
の
下
で
法
政
専
門
学
校
を
興
す
計
画
が
あ
っ
た
が
、
私
立
大
学
規
程

が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
九
一
一
年
春
に
北
京
法
学
会
の
下
に
設
け
ら
れ
た
「
法
制
研
究
所
」
が
法
学
教
育
機
関
と
し

て
の
機
能
を
果
た
し
た
。
一
九
一
一
年
五
月
、
北
京
法
学
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
法
学
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
国
に
お
け

る
初
の
近
代
的
な
学
術
「
分
科
」
に
則
し
た
法
学
雑
誌
で
、
岡
田
朝
太
郎
や
小
河
滋
次
郎
に
よ
る
多
く
の
重
要
な
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
辛
亥
革
命
の
勃
発
に
伴
い
、
汪
有
齢
と
江
庸
は
南
下
し
て
、
革
命
に
身
を
投
じ
、
北
京
法
学
会
は
解
体
さ
れ
た
。

　
中
華
民
国
の
成
立
後
、
汪
有
齢
と
江
庸
は
北
京
法
学
会
の
復
活
と
『
法
学
会
雑
誌
』
の
復
刊
を
図
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
、
民
国
政
府
は

「
大
学
令
」
と
「
私
立
大
学
規
程
」（
第
一
章
を
参
照
）
を
頒
布
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
立
朝
陽
大
学
が
建
て
ら
れ
、
法
律
、
政
治
、
経

済
の
三
つ
の
学
科
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
学
科
の
増
減
は
あ
っ
た
が
、
朝
陽
大
学
の
法
科
課
程
は
常
に
上
記
三
つ
の
学
科
を
維
持
し
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た
。
日
本
法
（
大
陸
法
）
か
ら
深

い
影
響
を
受
け
た
朝
陽
大
学
の
法

律
学
系
（
こ
の
「
法
律
学
系
」
は
後

に
、「
法
律
系
」
と
名
称
を
改
め
る
）

は
、
英
米
法
か
ら
深
い
影
響
を
受

け
た
東
呉
大
）
121
（
学
と
並
ん
で
、「
南

東
呉
、
北
朝
陽
」
と
、
称
さ
れ
た
。

一
九
三
三
年
版
「
法
科
法
律
学
習

課
程
指
導
」
に
よ
る
と
、
朝
陽
大

学
大
学
部
法
科
が
設
け
て
い
た
授

業
は
表
16
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
中
華
民
国
教
育
部
は

一
九
三
八
年
に
「
大
学
院
共
同
必

修
科
目
表
」
を
定
め
た
が
、
朝
陽

大
学
の
法
律
学
系
は
、
英
米
の
学

制
を
基
礎
と
し
た
同
「
科
目
表
」

に
従
わ
ず
、
日
本
法
（
大
陸
法
）

を
中
核
と
す
る
独
自
の
方
針
を
歩

ん
だ
。
一
九
四
七
年
に
は
設
置
科

表16　朝陽大学大学部法科課程一覧（1933年）

法律学系
必修

党義、憲法、刑法総則、刑法分則、民法総則、民法
債編総論、民法債編各論、民法物権、民法親族、民
法継承、公司法、票據法、海商法、保険法、破産法、
法院組織法、刑事訴訟法、民事訴訟法、平時国際公
法、戦時国際公法、労動法、土地法、強制執行法、
国際私法、行政法総論、行政法各論、政治学、経済
学、社会学、訴訟実務、外国法、第二外国語

選修 中国法制史、ローマ法、犯罪搜查学、監獄学、法理
学、指紋学、刑事政策学、法医学

政治学系

必修

党義、憲法、政治学、行政法総論、行政法各論、平
時国際公法、戦時国際公法、経済学原理、社会学、
財政学、政治史、外交史、政治思想史、社会政策、
市政論、刑法概論、民法概論、特種民事法概論、労
動法、土地法、英文政治学選読、第二外国語

選修
政治哲学、統計学、経済政策、国際私法、現代政治、
比較政府、殖民論、不平等條約研究、国際聯盟論、
社会主義史、政党論、新聞学、專題研究

経済学系

必修

党義、経済学原理、経済史、工業経済学、農業経済
学、国際貿易政策、経營経済学、貨幣論、銀行論、
財政学、交通論、保險学、社会政策、統計学、経済
思想史、民法概論、特種民事法概論、英文経済学選
読、第二外国語

選修（甲）
国際経済論、殖民論、計理学、経済地理、消費合作
社論、マルクス経済学説研究、交易所論、歐戦後各
国情形、專題研究、財政史、社会主義史

選修（乙） 憲法、行政法、政治学、社会学、哲学概論、国際公
法、土地法、労動法

馮玉軍ほか編『百年朝陽』、39～ 40頁を基に筆者作成
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目
が
拡
充
さ
れ
た
。
表
17
は
そ
の
第
一
学
期
の
設
置
科
目
で
あ
る
。

　
表
16
と
表
17
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
朝
陽
大
学
の
法
科
と
そ
の
後
の
法
律
系

の
科
目
設
置
は
、
基
本
的
に
成
文
法
典
を
基
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同

時
に
、
教
学
に
お
い
て
、
朝
陽
大
学
は
「
法
学
理
論
に
重
点
を
置
き
、
法
律
の

解
釈
を
強
）
122
（
調
」
し
て
い
た
。
ま
た
、
朝
陽
大
学
の
こ
れ
ら
の
講
義
は
当
時
の
司

法
官
試
験
の
受
験
に
あ
た
っ
て
極
め
て
有
用
で
あ
っ
た
の
で
、「
他
大
学
の
法

学
院
に
よ
っ
て
密
か
に
転
写
さ
れ
る
対
）
123
（

象
」
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
一
九
四
九
年
一
月
、
北
京
（
当
時
は
北
平
と
言
う
）
は
中
国
共
産
党
に
よ
り

解
放
さ
れ
た
。
共
産
党
政
府
の
下
で
、
一
連
の
大
学
の
合
併
と
教
育
の
整
頓
が

行
わ
れ
た
。
同
年
五
月
、
北
平
市
軍
事
管
制
委
員
会
が
朝
陽
大
学
を
接
収
管
理

し
た
。
そ
の
後
、
当
年
度
卒
業
予
定
に
あ
っ
た
学
生
た
ち
を
繰
り
上
げ
卒
業
さ

せ
、
そ
の
他
の
学
生
た
ち
を
朝
陽
大
学
の
敷
地
に
建
て
た
中
国
政
法
大
学
（
現

在
の
中
国
政
法
大
学
と
は
異
な
る
）
に
転
入
さ
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
朝
陽
大
学

は
実
質
上
廃
校
と
な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
二
月
、
上
記
の
中
国
政
法
大
学
は
、

華
北
大
学
及
び
華
北
人
民
革
命
大
学
と
合
併
し
て
、
中
国
人
民
大
学
と
な
っ）
124
（

た
。

か
く
し
て
朝
陽
大
学
に
お
い
て
日
本
か
ら
の
深
い
影
響
の
下
に
設
置
さ
れ
た
か

つ
て
の
数
多
く
の
科
目
と
講
義
群
は
、
全
面
的
に
ソ
ビ
エ
ト
式
法
学
に
転
向
を

始
め
る
の
で
あ
っ
た
。

表17　朝陽大学法律系設置科目一覧（1947年第一学期）

一年
必修 民法総則、刑法総則、憲法、中国通史、理財学、三民主義、国文、英文、

体育
選修 経済学、政治学、社会学

二年
必修 民法債編総論、国際公法、世界通史、刑法総則、民法総則、公司法、保

險法、海商法、民法物権、中国司法組織、普通心理学、票據法、倫理学
選修 德文（ドイツ語）、日文（日本語）

三年
必修 民事訴訟法、民法親族編、刑法分則、民法債編各論、羅馬法、土地法、

中国法制史、保險法、民法債編総論
選修 德文、日文、体育、監獄学、犯罪心理学、刑事特別法

四年
必修 民事訴訟法、民事訴訟実務、行政法、保険法、国際私法、刑事訴訟法、

民法債編格倫、強制執行、法理学、英美法、破產法、民法債編総論
選修 德文、日文、卒業論文

馮玉軍ほか編『百年朝陽』、42頁を基に筆者作成
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2　

朝
陽
大
学
の
憲
法
学
講
義

　
朝
陽
大
学
の
「
朝
陽
法
科
講
）
125
（

義
」
を
代
表
的
な
一
例
と
し
て
、
憲
法
学
教
育
を
含
む
中
国
の
法
学
教
育
は
中
国
人
自
ら
教
科
書
を
編
纂

し
自
ら
が
教
え
る
時
代
に
入
っ
た
。
鐘
庚
言
が
著
し
た
『
憲
法
講
義
大
綱
』
と
程
樹
徳
・
胡
長
清
が
書
い
た
『
比
較
憲
法
』
は
、「
当
時

の
憲
法
学
講
義
に
お
い
て
卓
越
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
の
憲
法
学
著
作
と
比
べ
て
も
些
か
も
遜
色
が
な
）
126
（

い
」
と
今
日
も
評
価
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。

　
①
　
鐘
庚
言
『
憲
法
講
義
大
綱
』

　
浙
江
省
海
寧
市
出
身
の
鐘
庚
言
の
生
没
年
は
不
詳
で
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
に
北
京
法
制
局
参
事
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
彼
が
一
九

二
三
年
に
出
版
し
た
『
行
政
法
学
総
論
』
は
、
中
国
初
の
行
政
法
教
科
書
で
あ
り
、
彼
自
身
も
「
中
国
行
政
法
学
の
開
山
鼻
）
127
（
祖
」
と
評
さ

れ
て
い
る
。
彼
が
著
し
た
『
憲
法
講
義
大
綱
（
六
篇
）』
は
一
九
二
七
年
に
朝
陽
大
学
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
全
面
的
に
国
体
論
と
統
治

権
論
を
中
核
と
す
る
明
治
憲
法
学
を
継
受
し
た
上
で
、
中
国
の
憲
法
制
定
の
実
践
と
結
び
つ
け
て
論
評
を
加
え
た
。
そ
の
講
義
の
構
成
は

表
18
の
通
り
で
あ
る
。

　
各
国
憲
法
史
を
中
心
と
す
る
第
二
編
を
除
い
て
、
鐘
の
講
義
は
基
本
的
に
同
時
代
の
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
憲
法
講
義
の
構
成
を
踏
襲

し
、
統
治
権
の
性
質
、
範
囲
、
作
用
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
、
大
陸
法
学
、
特
に
日
本
法
学
が
中
華
民
国
期
以
降
の
中
国
の
憲
法
学
講

義
に
与
え
た
深
い
影
響
の
一
例
と
し
て
有
目
で
き
よ
う
。

　
鐘
の
講
義
に
お
い
て
、
統
治
権
（H

errschergew
alt

或
はStaatsgew

alt

或
はIm

perium

）
は
国
家
の
意
思
に
相
当
し
、
唯
一
に
し
て
不

可
分
で
あ
）
128
（

る
。
同
時
に
、
①
対
外
関
係
で
他
国
の
権
力
に
よ
る
制
限
を
受
け
な
い
し
、
か
つ
②
対
内
で
他
の
権
力
に
よ
る
制
限
を
受
け
な

い
の
で
、
鐘
は
統
治
権
を
一
国
の
最
高
の
権
力
と
見
做
し
て
い
）
129
（
た
。
対
し
て
主
権
（Sovereignty

或
はSouveraineté

）
は
「
国
権
」
に
源

を
発
し
た
が
、
そ
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
に
あ
るSuperanus

に
遡
る
こ
と
が
で
き
、
英
語
のSuperior

と
ほ
ぼ
同
義
と
理
解
で
き
る
。

故
に
、Sovereignty

の
本
旨
はSuperiority

と
同
一
す
る
の
で
、
主
権
で
は
な
く
「
最
高
」
ま
た
は
「
独
立
」
に
訳
す
べ
き
）
130
（
だ
と
、
鐘
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表18　鐘庚言『憲法講義大綱』の構成

第一編
緒論

第一章 国家之性質
第二章 国家之結合
第三章 国家之権力
第四章 国家之機関
第五章 国体
第六章 国家之作用
第七章 法
第八章 憲法

第二編
近世重要各国憲法
之発生及其変遷之

概要

第一章 成文憲法主義之実行
第二章 美合衆国（アメリカ）憲法之由来及特質
第三章 法国（フランス）成文憲法発生之沿革及其変遷
第四章 普魯士（プロイセン）及德意志（ドイツ）成文憲法之成立
第五章 日本憲法制定之沿革
第六章 英国（イギリス）憲法史上之三大成典
第七章 我国成文憲法発生之沿革

第三編
国権統治之範囲

第一章 領土
第二章 人民

第四編
国権統治之機関

第一章 国会
第二章 行政首長
第三章 国務員
第四章 法院
第五章 行政裁判所及許可権争議裁判所
第六章 審計院
第七章 枢密院參事院及顧問院
第八章 社会主義蘇維（ソビエト）埃共和国之組織

第五編
国家統治権之作用

第一章 立法
第二章 行政
第三章 会計
第四章 司法

第六編 
人民対於国家之法

律関係

第一章 人民之権利

第二章 人民之義務

李秀清ほか編集『朝陽法科講義（第二巻）』を基に筆者作成
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は
講
義
で
唱
え
た
。
約
言
す
れ
ば
、
鐘
は
、
主
権
は
即
ち
「
最
高
権
」
ま
た
は
「
最
高
機
関
」
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
す
る
。

　
ま
た
、
統
治
権
と
主
権
の
関
係
に
つ
い
て
、
統
治
権
自
体
は
国
家
の
要
素
で
あ
る
が
、
統
治
権
が
有
す
る
「
最
高
に
し
て
独
立
す
る
性

質
」
は
国
家
の
要
素
で
は
な
い
、
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
を
「
最
高
権
力
を
有
す
る
国
」
と
「
最
高
権
力
を
有
し
な
い
国
」
に
区
分
け

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
同
講
義
は
述
べ
る
。
ま
た
、
前
者
を
独
立
国
、
後
者
を
非
独
立
国
と
称
し
て
も
良
い
。
鐘
か
ら
見
れ
ば
、
国
際

法
に
お
い
て
は
、
両
種
類
の
国
は
そ
れ
ぞ
れ
主
権
国
と
非
主
権
国
と
し
て
存
在
し
て
い
）
131
（
る
。
こ
の
区
分
は
鐘
の
講
義
が
掲
げ
た
独
自
の
旗

印
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
多
少
な
り
と
も
鐘
独
自
の
理
解
が
付
け
加
え
ら
れ
た
が
、
統
治
権
の
範
囲
（
即
ち
客
体
―
筆
者
）、
機
関
、
作
用
な
ど

の
編
別
に
お
い
て
、
彼
の
講
義
は
基
本
的
に
日
本
の
憲
法
学
講
義
を
真
似
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
鐘
の
講
義
は
第
六
編

を
設
け
て
、
人
民
の
「
統
治
権
に
立
脚
す
）
132
（
る
」
公
法
上
の
権
利
と
、
国
家
に
対
す
る
服
従
か
ら
生
じ
た
「
服
従
義
）
133
（
務
」
を
強
調
し
た
。
当

時
の
中
国
で
は
、
契
約
論
と
権
力
分
立
論
を
基
本
に
置
く
英
米
式
の
憲
法
学
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
が
、
日
本
の
衣
鉢
を
受
け
続

い
た
日
本
式
の
憲
法
学
が
、
依
然
と
し
て
統
治
権
論
に
根
拠
を
置
い
て
人
民
が
持
つ
権
利
を
基
礎
づ
け
た
。

　
②
　
程
樹
徳
、
胡
長
清
『
比
較
憲
法
』

　『
憲
法
講
義
大
綱
』
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
憲
法
教
科
書
は
、
程
樹
徳
に
よ
り
講
述
、
胡
長
清
に
よ
り
注
釈
さ
れ
た
『
比
較
憲
法
』
で
あ

る
。
同
書
は
朝
陽
大
学
よ
り
一
九
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
著
者
で
あ
る
程
樹
）
134
（

徳
は
一
八
七
七
年
に
生
ま
れ
、
一
九
〇
四
年
に
官
費

で
和
仏
法
律
学
校
で
学
び
、
一
九
〇
八
年
に
帰
朝
後
、
福
建
法
政
学
校
教
務
長
、
北
洋
政
府
参
政
院
参
政
、
国
務
院
法
制
局
参
事
、
北
京

大
学
法
学
院
と
清
華
大
学
政
治
系
な
ど
大
学
の
講
師
や
教
授
を
歴
任
し
、
一
九
四
四
年
に
逝
去
し
た
。
専
攻
は
国
際
法
、
憲
法
と
中
国
法

制
史
で
あ
る
。
胡
長
）
135
（
清
は
一
九
〇
〇
年
に
生
ま
れ
、
一
九
歳
の
時
に
朝
陽
大
学
法
律
系
に
入
学
し
て
一
九
二
三
年
に
卒
業
後
、
明
治
大
学

で
刑
法
を
学
び
、
一
九
二
六
年
に
帰
朝
し
た
。
翌
年
か
ら
朝
陽
大
学
、
中
央
大
学
、
燕
京
大
学
な
ど
で
民
法
と
刑
法
を
講
じ
、
後
に
立
法

院
民
法
起
草
委
員
会
編
纂
、
国
民
政
府
内
務
部
次
長
な
ど
を
歴
任
し
て
、
一
九
八
八
年
に
死
去
し
た
。
二
人
の
手
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
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『
比
較
憲
法
』
は
明
治
憲
法
学
の
国
体
と
統
治
権
論
を
受
け
継
い
で
い
た
。
そ
の
構
成
は
表

19
の
通
り
で
あ
る
。

　
表
19
が
示
し
た
よ
う
に
、
比
較
憲
法
の
講
義
も
統
治
権
の
性
質
、
作
用
と
そ
の
範
囲
を
め

ぐ
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
二
つ
の
点
に
注
意
を
払
う
べ
き
だ
と
、
筆
者
は
考

え
る
。

　
第
一
は
、
総
論
で
「
国
体
」
の
章
を
明
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。
近
代
東
ア
ジ
ア
の
憲
法
の

基
本
概
念
と
し
て
の
国
体
が
持
つ
意
味
の
変
遷
に
つ
い
て
、
筆
者
は
す
で
に
別
稿
に
て
考
察

を
加
え
）
136
（
た
。
た
だ
し
、
日
本
に
お
け
る
憲
法
学
の
講
義
で
は
、
国
体
は
独
立
し
た
章
で
は
論

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
概
念
が
中
国
に
継
受
さ
れ
た
後
に
、
憲
法
の
講
学
上
の
事
項
と
し
て

徐
々
に
憲
法
学
教
科
書
に
登
場
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
講
義
に
お
い
て
は
、
こ
の
世
に

は
「
た
だ
君
主
国
と
民
主
国
し
か
な
）
137
（

い
」
と
の
、
国
体
区
分
の
基
準
を
示
さ
れ
た
。

　
第
二
は
、
主
権
と
統
治
権
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
詳
細
な
比
較
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、『
比
較
憲
法
』
は
前
述
の
『
憲
法
講
義
大
綱
』
と
同
様
、
近
代
日
本
が

「
主
権
を
統
治
権
と
を
混
同
さ
せ
）
138
（
た
」
と
唱
え
た
。
更
に
、『
比
較
憲
法
』
は
、
主
権
が
持
つ

三
つ
の
意
味
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
即
ち
、
①
国
の
最
高
機
関
の
地
位
を
示
す
最
高
権
力
と

し
て
の
意
味
、
②
統
治
権
と
混
同
さ
れ
る
も
の
の
、「
国
権
」
ま
た
は
「
統
治
権
」
と
し
て

の
意
味
、
更
に
、
③
最
高
権
力
と
し
て
、「
最
高
権
」
ま
た
は
「
独
立
権
」
の
象
徴
と
し
て

の
意
）
139
（

味
が
そ
れ
ら
で
あ
っ
た
。

　
概
し
て
言
え
ば
、
日
本
式
の
憲
法
教
育
の
総
本
山
と
称
さ
れ
る
朝
陽
大
学
は
、
明
治
憲
法

表19　程樹徳、胡長清『比較憲法』の構成

第一編
総論

第一章 国家
第二章 国体
第三章 憲法

第二編
国家之統治権

第一章 統治権之性質
第二章 統治之機関
第三章 国家統治之作用

第三編
領土及人民

第一章 領土
第二章 人民

李秀清ほか編集『朝陽法科講義（第二巻）』を基に筆者作成
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学
の
中
核

―
統
治
権
論
と
国
体
論

―
を
受
け
継
い
だ
も
の
の
、
次
第
に
理
論
面
で
主
権
と
統
治
権
の
異
同
を
区
分
し
始
め
、
中
国
に

お
け
る
憲
法
学
の
独
自
理
論
の
創
出
を
も
た
ら
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

五
　
終
わ
り
に

　
本
稿
は
、
清
末
の
中
国
に
お
い
て
、
西
洋
の
学
術
技
芸
の
流
入
に
伴
い
、
伝
統
的
な
学
問
「
分
科
」
に
生
じ
た
揺
ら
ぎ
の
中
で
、
特
に

日
本
を
通
し
て
受
容
さ
れ
た
近
代
的
法
律
学
が
、
如
何
な
る
新
し
い
教
学
上
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
ゆ
く
の
か
を
、
個
々
の
教
育
機

関
に
お
け
る
教
授
科
目
の
一
覧
や
学
制
の
変
遷
を
背
景
に
素
描
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
近
代
期
中
国
が
な
に
よ
り
も
目
指
し
て
い
た
立
憲

国
家
の
手
本
は
、
中
国
に
お
け
る
「
憲
法
学
教
育
」
の
必
要
に
基
づ
き
、
明
治
憲
法
や
憲
法
学
が
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
お
け
る
「
日
本
的
要
素
」
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
第
一
に
、
明
治
憲
法
の
解
釈
に
お
い
て
統
治
権
理
論

を
中
核
と
し
て
展
開
さ
れ
た
憲
法
学
的
特
徴
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
第
二
と
し
て
、
特
に
「
速
成
」
を
旨
と
し
た
法
学
教
育
の
方
法
を
、
日

本
を
モ
デ
ル
と
し
て
積
極
的
に
模
倣
し
、
数
多
く
の
憲
法
学
教
育
機
関
が
中
国
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
三
と
し
て
、
当
初
は
日

本
に
留
学
し
て
日
本
人
憲
法
学
者
の
下
に
学
ん
だ
中
国
は
、
や
が
て
そ
の
教
学
の
方
法
や
学
問
的
方
法
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
摂
取
し
、

日
本
式
の
憲
法
学
講
義
の
枠
組
み
の
内
側
か
ら
自
前
の
憲
法
学
講
義
の
方
法
と
内
容
と
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
日
中
両
国
の
憲
法
学
分
野
を
中
心
と
し
た
一
九
世
紀
末
か
ら
の
法
学
交
流
が
、
戦
後
の
共
産
党
政
権
に
よ
る
社
会
主
義
法

（
ソ
ビ
エ
ト
法
）
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
途
絶
す
る
ま
で
を
記
し
た
が
、
両
国
法
の
近
代
化
の
歴
史
過
程
へ
の
眼
差
し
が
、
新
た
な
る
こ
れ
か

ら
の
相
互
交
流
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
念
じ
て
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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（
1
）  

孫
邦
華
『
西
学
東
漸
与
中
国
近
代
教
育
変
遷
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
近
代
中
国
で
広
ま
っ
た
西
洋
学
か
ら
研
究
に

着
手
し
、
西
洋
の
宣
教
師
が
持
つ
中
国
教
育
（
儒
学
、
科
挙
、
女
子
教
育
、
学
制
な
ど
）
認
識
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
輔
仁

大
学
を
主
な
対
象
と
し
、
西
学
東
漸
時
代
の
教
育
分
野
に
お
け
る
東
西
両
洋
の
対
立
と
融
合
を
検
討
し
た
。
呂
顧
長
『
清
末
中
日
教
育
文
化
交
流

之
研
究
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
二
年
）
は
、
個
別
的
な
分
析
を
通
し
て
、
近
代
中
国
に
お
け
る
日
本
の
教
育
に
関
わ
る
考
察
、
留
日
中
国
人

学
生
及
び
日
本
人
の
近
代
中
国
に
お
け
る
教
育
に
対
す
る
認
識
と
、
中
国
人
が
持
つ
国
民
性
の
三
つ
の
問
題
を
扱
っ
た
。
阿
部
洋
『
中
国
の
近
代

教
育
と
明
治
日
本
』（
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
主
に
「
日
本
モ
デ
ル
」
を
採
用
し
た
近
代
中
国
教
育
改
革
と
そ
こ
で
日
本
人
が
果
た
し

た
役
割
を
描
き
、
中
国
の
教
育
近
代
化
過
程
の
日
本
的
要
素
と
日
本
人
の
功
績
を
論
じ
た
。
汪
婉
『
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
』（
汲
古

書
院
、
一
九
九
八
年
）
は
、
清
末
中
国
が
行
っ
た
日
本
の
教
育
に
対
す
る
考
察
を
段
階
的
に
分
類
し
、
中
央
と
地
方
に
お
け
る
近
代
学
制
の
確
立

過
程
に
お
け
る
日
本
の
影
響
を
分
析
し
た
。
こ
の
他
に
、
清
末
中
国
で
活
躍
し
て
い
た
日
本
人
教
員
に
つ
い
て
は
、
汪
向
栄
『
日
本
教
習
』（
三

聯
書
店
、
一
九
八
八
年
）
は
彼
ら
の
位
置
づ
け
と
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
、
松
本
亀
次
郎
と
東
文
学
社
を
例
と
し
な
が
ら
個
別
的
に
分
析
し
た
。

ま
た
、
辛
亥
革
命
以
降
の
教
育
に
つ
い
て
、
汪
楚
雄
『
啓
新
与
拓
域
』（
山
東
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
が
、
日
中
戦
争
ま
で
の
中
華
民
国

時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
新
教
育
運
動
の
背
景
、
過
程
、
性
質
な
ど
を
研
究
し
て
、
教
育
論
戦
に
お
け
る
欧
米
教
育
思
想
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

董
宝
良
が
編
集
し
た
『
中
国
近
現
代
高
等
教
育
史
』（
華
中
科
技
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
一
八
六
二
年
の
京
師
同
文
舘
の
設
立
か
ら

一
九
九
九
年
末
ま
で
の
中
国
高
等
教
育
の
変
遷
史
を
描
出
し
、
教
育
史
の
立
場
か
ら
そ
の
要
因
を
分
析
し
た
。

（
2
）  

す
ぐ
後
の
本
文
に
現
れ
る
「
北
洋
法
政
学
堂
」
や
「
京
師
法
律
学
堂
」
に
お
け
る
「
学
堂
」
と
は
、
す
で
に
六
四
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
晋

書
』
に
見
え
、
そ
の
意
味
は
「
風
教
之
所
聚
（
風
習
と
礼
教
が
集
ま
る
と
こ
ろ
）」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
清
国
末
期
に
到
る
ま
で
、「
学
堂
」
は

教
育
を
行
う
施
設
を
指
し
て
い
た
。
し
か
し
中
華
民
国
期
に
入
っ
て
こ
れ
を
改
め
、
一
律
に
「
学
校
」
と
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
尤
も
、
清
国

末
期
に
は
、
明
治
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
学
校
」
と
い
う
言
葉
も
流
入
し
始
め
、
日
本
を
手
本
と
す
る
清
国
末
期
の
文
献
に
お
い
て
は
、

「
学
堂
」
と
「
学
校
」
の
表
記
の
混
在
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
議
論
上
の
便
の
た
め
、
引
用
文
を
除
い
て
、
清
国
末
期
ま
で
の
教
育
機

関
を
論
じ
る
時
に
は
一
律
に
「
学
堂
」
を
、
ま
た
明
治
維
新
以
降
の
日
本
と
中
華
民
国
期
以
降
の
中
国
の
教
育
機
関
を
議
論
す
る
時
に
は
一
律
に

「
学
校
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
3
）  

班
固
『
漢
書
（
巻
二
三
・
志
第
三
）』
許
嘉
璐
編
集
『
二
十
四
史
全
訳
（
漢
書
・
第
一
冊
）』（
漢
語
大
辞
典
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
四
六
七

頁
。

（
4
）  

馬
瑞
臨
『
文
献
通
考
（
巻
一
六
二
・
刑
考
一
）』
故
宮
博
物
院
図
書
館
編
『
摛
藻
堂
四
庫
全
书
荟
要
』（
故
宮
博
物
院
図
書
館
、
一
九
三
三
年
）、
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二
六
頁
。

（
5
）  

湯
能
松
ほ
か
『
探
索
的
軌
跡
：
中
国
法
学
教
育
発
展
史
略
』（
法
律
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
六
頁
。

（
6
）  

中
国
に
お
い
て
は
、「
法
律
教
育
」
は
伝
統
中
国
に
お
け
る
法
に
関
わ
る
教
育
を
示
す
が
、「
法
学
教
育
」
は
主
に
西
洋
の
学
術
分
野
を
受
け
入

れ
た
近
代
以
降
使
わ
れ
る
名
詞
で
あ
る
。
現
代
中
国
に
お
い
て
も
「
法
律
教
育
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
「
法
学
教
育
」
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。

（
7
）  
湯
能
松
ほ
か
『
探
索
的
軌
跡
：
中
国
法
学
教
育
発
展
史
略
』、
二
〇
頁
。

（
8
）  

湯
能
松
ほ
か
『
探
索
的
軌
跡
：
中
国
法
学
教
育
発
展
史
略
』、
九
六
頁
。

（
9
）  

国
子
学
は
古
代
中
国
に
お
け
る
最
高
学
府
と
教
育
を
管
理
す
る
最
高
機
関
で
あ
る
。
晋
武
帝
咸
寧
二
年
（
二
七
六
年
）
に
初
め
て
置
か
れ
、
清

光
緒
三
一
年
（
一
九
〇
五
年
）
に
「
学
部
（
＝
文
部
省
）」
の
設
立
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
時
代
に
よ
っ
て
「
国
子
寺
」
や
「
国
子
監
」
な
ど

も
称
さ
れ
て
い
た
。
孔
喆
著
・
岩
谷
貴
久
子
訳
『
図
説
国
子
監
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）  

湯
能
松
ほ
か
『
探
索
的
軌
跡
：
中
国
法
学
教
育
発
展
史
略
』、
九
六
頁
。

（
11
）  

経
・
史
・
子
・
集
か
ら
な
る
四
部
の
分
科
は
、
隋
王
朝
以
降
の
歴
代
王
朝
が
採
用
し
て
き
た
学
科
を
分
類
す
る
方
法
で
あ
る
。『
隋
志
』
で
基

礎
が
定
め
ら
れ
、
清
の
乾
隆
皇
帝
時
代
の
『
四
庫
全
書
総
目
』
で
完
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
左
玉
河
『
従
四
部
之
学
到
七
科
之
学
』

（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
三
九
〜
九
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
他
、
現
在
の
中
国
の
各
図
書
館
の
蔵
書
分
類
は
主
に
一
九
九
〇

年
代
に
修
訂
さ
れ
た
「
中
国
図
書
館
分
類
法
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
多
く
の
古
典
籍
は
同
分
類
法
に
な
じ
ま
な
い
た
め
、
四
部
の
分
類
方
法
は

現
在
に
お
い
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

（
12
）  

「
分
科
」
と
は
中
国
語
に
お
い
て
、
異
な
る
学
問
、
ま
た
は
業
務
の
分
野
を
分
け
る
こ
と
と
さ
れ
る
（
中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
編
纂

『
現
代
漢
語
辞
典
（
第
七
版
）』
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
六
年
）。
近
代
期
の
中
国
で
は
、
西
洋
の
学
術
分
野
を
ま
ず
は
既
存
の
伝
統
的
な
学
術
体

系
に
基
づ
く
「
分
科
」
概
念
の
下
に
捉
え
た
。
近
代
的
な
法
律
学
の
受
容
に
お
い
て
、
そ
の
新
し
い
学
問
的
性
質
は
、
や
が
て
中
国
に
お
い
て
新

し
い
「
分
科
」
概
念
の
下
で
の
体
系
的
位
置
づ
け
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
13
）  

万
国
公
法
の
翻
訳
に
関
わ
る
歴
史
に
つ
い
て
、
川
島
真
「
中
国
に
お
け
る
万
国
公
法
の
受
容
と
適
用
：「
朝
貢
と
条
約
」
を
め
ぐ
る
研
究
動
向

と
問
題
提
起
」『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』（
第
二
号
、
一
九
九
九
年
）、
八
〜
二
六
頁
と
、
孫
建
軍
「
万
国
公
法
の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
中
国
人
」
鈴
木

貞
美
ほ
か
編
『
近
代
東
亜
諸
概
念
的
成
立
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）  

張
路
螢
「
試
析
丁
韙
良
与
京
師
同
文
舘
的
創
辦
」『
黒
龍
江
教
育
学
院
学
報
』（
第
二
八
巻
第
五
期
、
二
〇
〇
九
年
）、
九
一
〜
九
二
頁
。
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（
15
）  

董
宝
良
『
中
国
近
現
代
高
等
教
育
史
』、
一
七
頁
。

（
16
）  

湯
能
松
編
『
探
索
的
軌
跡
：
中
国
法
学
教
育
発
展
史
略
』、
一
一
七
頁
。

（
17
）  

左
玉
河
『
従
四
部
之
学
到
七
科
之
学
』、
一
一
七
頁
。

（
18
）  
梁
啓
超
「
論
中
国
宜
講
求
法
律
之
学
」『
湘
報
』（
第
五
号
、
一
八
九
八
年
三
月
一
一
日
）。

（
19
）  
潘
学
祖
『
考
察
東
瀛
農
工
記
』（
光
緒
二
九
年
＝
一
九
〇
三
年
）、
一
七
頁
。

（
20
）  
汪
婉
『
清
末
中
国
対
日
教
育
視
察
の
研
究
』、
八
二
頁
。

（
21
）  

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』、
三
一
頁
。

（
22
）  

阿
部
洋
『
中
国
の
近
代
教
育
と
明
治
日
本
』、
三
三
頁
。

（
23
）  

湯
能
松
編
『
探
索
的
軌
跡
：
中
国
法
学
教
育
発
展
史
略
』、
一
二
六
頁
。

（
24
）  

朱
有
瓛
編
『
中
国
近
代
学
制
史
料
（
第
二
輯
・
上
冊
）』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
七
七
〇
〜
八
二
三
頁
。

（
25
）  

朱
有
瓛
編
『
中
国
近
代
学
制
史
料
（
第
二
輯
・
上
冊
）』、
七
七
八
頁
。

（
26
）  

朱
有
瓛
編
『
中
国
近
代
学
制
史
料
（
第
二
輯
・
下
冊
）』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
四
六
九
頁
。
尤
も
こ
こ
で
言
う
「
速
成

司
法
学
校
」
は
、
司
法
省
法
学
校
か
、
あ
る
い
は
明
治
中
期
に
至
る
間
に
創
設
さ
れ
た
数
多
く
の
私
立
法
律
学
校
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
27
）  

朱
有
瓛
編
『
中
国
近
代
学
制
史
料
（
第
二
輯
・
下
冊
）』、
四
七
〇
頁
。

（
28
）  

左
玉
河
『
従
四
部
之
学
到
七
科
之
学
』、
一
九
〇
頁
。

（
29
）  

張
之
洞
『
奏
定
学
堂
章
程
・
大
学
堂
章
程
附
通
儒
院
章
程
』（
湖
北
学
務
処
、
一
九
〇
三
年
）。

（
30
）  

左
玉
河
『
従
四
部
之
学
到
七
科
之
学
』、
一
九
九
頁
。

（
31
）  

「
刑
名
の
学
」
は
場
合
に
よ
っ
て
「
刑
名
」
と
略
す
。
戦
国
期
の
申
不
害
と
商
鞅
の
主
張
を
代
表
と
す
る
法
家
の
学
説
の
別
称
で
あ
っ
た
。
伝

統
中
国
で
は
、「
刑
名
の
学
」
は
「
法
学
」
ま
た
は
「
律
学
」
と
同
じ
意
味
を
表
し
て
い
た
。

（
32
）  

実
藤
恵
秀
『
中
国
人
日
本
留
学
史
稿
』（
日
華
学
会
、
一
九
三
九
年
）、
六
七
頁
。

（
33
）  

李
華
興
『
民
国
教
育
史
』（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）、
三
七
三
〜
三
七
四
頁
。

（
34
）  

王
暁
秋
『
近
代
中
日
文
化
交
流
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、
二
五
八
〜
三
五
九
頁
。

（
35
）  

崔
学
森
『
清
廷
制
憲
与
明
治
日
本
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）、
五
九
頁
。

（
36
）  

以
下
本
稿
で
挙
げ
る
特
に
私
立
大
学
の
名
称
は
、
一
九
一
八
年
の
大
学
令
以
降
に
認
可
さ
れ
た
学
校
名
を
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
統
一
し
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て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
37
）  

南
里
知
樹
『
中
国
政
府
雇
用
の
日
本
人
：
日
本
人
顧
問
の
人
名
表
と
解
説
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九
七
六
年
）、
二
頁
。

（
38
）  

こ
の
「
教
習
」
と
は
、
清
国
末
期
の
各
学
堂
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
教
員
た
ち
を
指
す
。
本
稿
で
は
、
以
後
、
史
料
的
な
文
脈
で
は
「
教
習
」

を
用
い
る
が
、
議
論
に
お
い
て
は
よ
り
一
般
的
な
言
葉
と
し
て
の
「
教
員
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
39
）  
一
九
一
〇
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
在
中
国
の
外
国
人
教
員
は
合
わ
せ
て
三
五
六
名
だ
が
、
そ
の
内
に
三
一
一
名
は
日
本
人
。
詳
細
は
中
島
半
次

郎
『
日
清
間
の
教
育
関
係
』（
中
島
半
次
郎
、
一
九
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
40
）  

日
本
人
法
律
教
員
を
招
聘
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
熊
達
雲
「
清
末
中
国
に
お
け
る
日
本
人
法
律
教
員
及
び
法
律
顧
問
招
聘
の
経
緯
に
つ
い
て
」

『
研
究
年
報
社
会
科
学
研
究
』（
三
三
号
、
二
〇
一
三
年
）
は
、
京
師
法
律
学
堂
と
修
訂
法
律
館
を
例
と
し
て
検
討
し
た
。
な
お
、
拙
稿
「
近
代
中

国
の
法
制
整
備
と
岡
田
朝
太
郎
」『
法
学
政
治
学
論
究
』（
一
一
四
号
、
二
〇
一
七
年
）、
一
五
九
〜
一
九
五
頁
で
、
京
師
法
律
学
堂
で
教
鞭
を

執
っ
て
い
た
法
律
顧
問
と
し
て
の
岡
田
朝
太
郎
の
活
動
を
紹
介
し
た
。

（
41
）  

馮
玉
軍
『
百
年
朝
陽
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
五
五
頁
。

（
42
）  

譚
汝
謙
編
『
中
国
訳
日
本
書
総
合
目
録
』（
香
港
中
文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）、
三
〇
頁
。

（
43
）  

譚
汝
謙
編
『
中
国
訳
日
本
書
総
合
目
録
』、
三
〇
頁
。

（
44
）  

譚
汝
謙
編
『
中
国
訳
日
本
書
総
合
目
録
』、
三
一
頁
。

（
45
）  

例
え
ば
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
書
い
た
『
政
治
汎
論
』
は
、
高
田
早
苗
が
訳
し
た
日
本
語
版
を
通
し
て
中
国
人
に
読
ま
れ
た
。

（
46
）  

「
法
官
必
読
法
学
名
著
」『
法
政
雑
誌
』（
第
一
巻
第
一
期
、
一
九
一
一
年
）。

（
47
）  

「
欽
命
二
品
頂
戴
江
南
分
巡
蘇
松
太
兵
備
道
袁
布
告
」
湯
寿
潜
『
憲
法
古
義
』（
点
石
斎
書
局
、
一
九
〇
四
年
）、
付
録
。

（
48
）  

必
読
課
本
の
編
纂
経
緯
に
つ
い
て
は
、
瀋
国
威
ほ
か
「
西
学
東
漸
現
象
の
言
語
文
化
的
研
究
」
松
浦
章
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情
報
の

発
信
と
受
容
』（
雄
松
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
49
）  

海
後
宗
臣
『
日
本
近
代
学
校
史
』（
成
美
堂
書
店
、
一
九
三
六
年
）、
六
頁
。

（
50
）  

大
久
保
利
謙
『
明
治
維
新
と
教
育
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
三
二
五
〜
三
二
七
頁
。

（
51
）  

明
治
一
〇
年
、
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
は
合
併
し
て
、
東
京
大
学
と
な
っ
た
。
水
樹
楊
『
東
大
法
学
部
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
六
年
）、

一
六
頁
。

（
52
）  

司
法
省
法
学
校
の
速
成
科
の
詳
細
に
つ
い
て
、
手
塚
豊
『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
』（
慶
應
通
信
、
一
九
八
八
年
）、
一
〇
九
〜
一
五
四
頁
を
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参
照
さ
れ
た
い
。

（
53
）  

手
塚
豊
『
明
治
法
学
教
育
史
の
研
究
』、
一
〇
八
頁
。

（
54
）  

翟
海
濤
『
法
政
人
与
清
末
法
制
変
革
』（
華
東
師
範
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
二
年
）、
二
九
頁
。

（
55
）  
山
中
永
之
佑
『
新
日
本
近
代
法
論
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
一
六
七
頁
。

（
56
）  
岩
谷
十
郎
「
宮
城
浩
蔵
の
刑
法
講
義
」
村
上
一
博
編
『
日
本
近
代
法
学
の
揺
籃
と
明
治
法
律
学
校
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
七

三
頁
。

（
57
）  

「
代
言
人
規
則
」
は
一
八
七
六
年
に
公
布
さ
れ
た
が
、
一
八
八
〇
年
に
修
正
が
加
え
ら
れ
、
民
法
、
刑
法
、
訴
訟
手
続
き
と
審
判
規
則
な
ど
四

科
目
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
代
言
人
（
弁
護
士
）
の
資
格
要
件
と
な
り
、
難
易
度
が
大
幅
に
上
が
っ
た
。

（
58
）  

法
政
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
集
『
法
政
大
学
百
年
史
』（
法
政
大
学
、
一
九
八
〇
年
）、
九
五
〜
九
七
頁
。

（
59
）  

学
校
名
を
公
式
的
に
「
法
政
大
学
」
に
改
名
し
た
の
は
大
正
八
年
＝
一
九
一
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（
60
）  

林
炳
章
『
癸
卯
東
遊
日
記
』
王
宝
平
編
『
晩
清
中
国
人
日
本
考
察
記
集
成
・
教
育
考
察
記
』（
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
五
六
九
頁
。

（
61
）  

林
炳
章
『
癸
卯
東
遊
日
記
』
五
六
九
頁
。

（
62
）  

東
京
宏
文
学
院
は
一
八
九
六
年
に
日
本
政
府
が
清
国
政
府
の
依
頼
を
受
け
て
嘉
納
治
五
郎
を
院
長
と
し
て
建
て
た
塾
で
あ
る
。
一
九
〇
二
年
に

中
国
留
学
生
専
門
の
予
備
校
へ
と
発
展
し
、
一
九
〇
九
年
を
も
っ
て
閉
校
し
た
。
陳
天
華
、
楊
度
、
楊
昌
済
、
陳
寅
恪
、
李
四
光
、
林
伯
渠
な
ど

近
代
中
国
を
時
め
く
学
者
と
政
治
家
た
ち
は
、
同
学
院
で
教
育
を
受
け
た
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。
大
江
平
和
「
宏
文
学
院
与
中
国
留
学
生
生
活
」

（
中
国
社
会
科
学
院
学
位
論
文
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
63
）  

詳
し
い
経
緯
は
「
祝
法
政
速
成
科
之
成
立
」『
新
民
叢
報
』（
第
四
六
〜
四
八
合
訂
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
64
）  

曹
汝
霖
『
一
生
之
回
憶
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
六
頁
。

（
65
）  

法
政
大
学
史
資
料
編
集
委
員
会
『
法
政
大
学
史
資
料
集
（
第
一
一
集
）』（
法
政
大
学
、
一
九
八
八
年
）、
二
六
三
頁
。

（
66
）  

翟
海
濤
『
法
政
人
与
清
末
法
制
変
革
』、
六
六
頁
。

（
67
）  

『
講
義
録
』
に
よ
る
と
、「
筧
博
士
は
公
務
繁
重
故
に
講
義
を
校
閲
す
る
暇
な
し
、
よ
っ
て
清
水
博
士
の
憲
法
講
義
を
出
版
す
る
」
と
あ
る
（
法

政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
一
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
八
年
）、
一
四
九
頁
）。
ま
た
、「
北
洋
法
政
学
報
」
に
は
筧
の
講
義
録
の
全

文
の
中
国
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
。

（
68
）  

高
見
勝
利
「
講
座
担
任
者
か
ら
見
た
憲
法
学
説
の
諸
相
：
日
本
憲
法
学
史
序
説
」『
北
大
法
学
論
集
』（
五
二
巻
三
期
、
二
〇
〇
一
年
）、
八
二
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一
頁
。

（
69
）  

土
肥
羊
次
郎
編
『
大
家
論
叢
清
国
立
憲
問
題
』（
清
韓
問
題
研
究
会
、
一
九
〇
八
年
）
一
〇
一
〜
一
一
一
頁
。

（
70
）  

清
水
の
生
涯
、
理
論
体
系
、
彼
と
近
代
中
国
憲
法
・
憲
政
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
呉
迪
「
近
代
中
国
憲
政
と
清
水
澄
」『
法
学
政
治
学
論

究
』（
一
一
二
号
、
二
〇
一
七
年
）、
三
三
九
〜
三
七
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
71
）  
法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
二
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
五
年
五
月
二
五
日
）、
国
法
学
、
八
〜
九
頁
。

（
72
）  
明
治
期
か
ら
大
正
・
昭
和
期
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
、
日
中
両
国
の
法
学
界
に
お
け
る
統
治
権
と
後
に
触
れ
る
国
体
に
関
す
る
議
論
の

状
況
に
つ
い
て
、
呉
迪
「
近
代
日
中
両
国
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念
の
定
着
と
連
鎖
」『
法
学
政
治
学
論
究
』（
一
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
）、

一
四
一
〜
一
八
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
73
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
一
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
五
年
二
月
五
日
）、
国
法
学
、
一
頁
。

（
74
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
一
号
）』、
国
法
学
、
七
頁
。

（
75
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
一
号
）』、
国
法
学
、
八
頁
。

（
76
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
二
号
）』、
九
〜
一
〇
頁
。

（
77
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
二
号
）』、
一
六
〜
一
七
頁
。

（
78
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
一
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
七
年
三
月
一
九
日
）、
憲
法
、
五
頁
。

（
79
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
三
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
七
年
四
月
二
六
日
）、
憲
法
、
四
五
頁
。

（
80
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
三
号
）』、
五
〇
頁
。

（
81
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
三
号
）』、
八
二
頁
。

（
82
）  

原
文
に
は
、「
君
主
之Regierum

gspt

」
と
あ
る
が
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
は
、Regierungsakt

の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。

（
83
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
五
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
七
年
六
月
二
四
日
）、
憲
法
、
二
五
七
頁
。

（
84
）  

法
政
大
学
『
法
政
速
成
科
講
義
録
（
第
四
六
号
）』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
七
年
七
月
三
〇
日
）、
憲
法
、
二
七
五
頁
。

（
85
）  

丁
文
江
ほ
か
編
『
梁
啓
超
年
譜
長
編
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）、
三
六
六
頁
。

（
86
）  

陳
健
「
留
学
教
育
与
二
〇
世
紀
中
国
知
識
分
子
的
憲
政
体
制
構
想
」（
南
開
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）、
八
七
〜
一
二
二
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
87
）  

劉
国
有
ほ
か
「
北
洋
法
政
学
堂
創
辦
的
歴
史
考
弁
」『
天
津
法
学
』（
第
二
期
、
二
〇
一
二
年
）、
一
〇
七
頁
。
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（
88
）  

蘭
紹
江
「
中
国
近
代
法
学
教
育
的
先
導
」『
天
津
市
政
法
管
理
幹
部
学
院
報
』（
第
一
期
、
二
〇
〇
五
年
）、
三
一
頁
。

（
89
）  

黎
淵
は
一
九
〇
五
年
六
月
に
中
央
大
学
を
卒
業
し
、
法
学
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。

（
90
）  

稽
鏡
は
一
九
〇
五
年
に
早
稲
田
大
学
で
政
治
学
士
を
取
得
し
た
。
彼
は
高
田
早
苗
の
『
憲
法
要
義
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
〇
四
年
）

を
中
国
語
に
翻
訳
し
た
よ
う
に
、
憲
法
と
国
家
学
に
造
詣
が
深
か
っ
た
。

（
91
）  
蘭
紹
江
「
中
国
近
代
法
学
教
育
的
先
導
」、
三
一
頁
。

（
92
）  
今
井
嘉
幸
は
一
八
九
七
年
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
大
独
法
科
を
卒
業
後
に
大
学
院
に
入
っ
て
国
際
法
を
専
攻
し
た
。
東
京
地
裁
判
事
や
弁
護
士
な

ど
を
経
験
し
た
。
一
九
〇
八
年
に
清
国
の
招
聘
で
判
事
在
任
の
ま
ま
北
洋
法
政
学
堂
で
司
法
制
度
の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
。
辛
亥
革
命
勃
発
後
、

相
次
い
で
『
建
国
策
』
と
『
建
国
後
策
』
を
著
し
、
中
華
民
国
の
建
国
の
方
針
に
つ
い
て
袁
世
凱
に
意
見
を
述
べ
た
。
一
九
一
七
年
に
衆
議
院
議

員
に
当
選
し
た
が
戦
後
に
追
放
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
に
逝
去
し
た
。
今
井
嘉
幸
著
松
岡
文
平
解
説
『
今
井
嘉
幸
自
叙
伝
：
五
十
年
の
夢
』（
神

戸
学
術
出
版
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
93
）  

「
督
憲
札
文
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
一
期
、
一
九
〇
六
年
）、
一
頁
。

（
94
）  

呉
興
譲
「
法
政
学
報
序
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
一
冊
、
一
九
〇
六
年
）、
一
〜
四
頁
。

（
95
）  

清
国
末
期
と
中
華
民
国
初
期
に
お
け
る
袁
世
凱
を
頭
と
す
る
北
洋
派
は
、
清
国
末
期
に
軍
事
権
を
握
っ
て
い
た
実
力
者
（
＝
北
洋
軍
閥
）
か
ら

生
ま
れ
変
わ
っ
た
政
治
勢
力
で
あ
る
。
袁
世
凱
が
な
く
な
っ
た
後
、
北
洋
の
軍
閥
た
ち
は
内
部
の
争
い
に
陥
り
、
一
九
二
〇
年
代
末
を
も
っ
て
終

焉
を
告
げ
た
。
呉
虬
『
北
洋
派
之
起
源
及
其
崩
潰
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
96
）  

法
学
博
士
穂
積
八
束
講
述
『
憲
法
』（
中
央
大
学
、
一
九
〇
七
年
）。

（
97
）  

清
水
澄
『
国
法
学
第
一
篇
：
憲
法
篇
』（
日
本
大
学
、
一
九
〇
九
年
）。

（
98
）  

筧
克
彦
講
述
呉
興
譲
訳
「
国
法
学
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
三
四
冊
、
一
九
〇
七
年
）、
一
〇
四
頁
。

（
99
）  

筧
克
彦
講
述
呉
興
譲
訳
「
国
法
学
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
三
四
冊
）、
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

（
100
）  

筧
克
彦
講
述
呉
興
譲
訳
「
国
法
学
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
三
四
冊
）、
一
〇
八
頁
。

（
101
）  

筧
克
彦
講
述
呉
興
譲
訳
「
国
法
学
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
三
八
冊
、
一
九
〇
七
年
）、
一
四
五
〜
一
四
六
頁
。

（
102
）  

劉
鴻
翔
「
比
較
憲
法
学
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
五
五
冊
、
一
九
〇
八
年
）、
一
頁
。

（
103
）  

劉
鴻
翔
「
比
較
憲
法
学
」（
第
五
五
冊
）、
四
頁
。

（
104
）  

劉
鴻
翔
「
比
較
憲
法
学
」（
第
五
五
冊
）、
五
頁
。
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（
105
）  

劉
鴻
翔
「
比
較
憲
法
学
」『
北
洋
法
政
学
報
』（
第
六
二
冊
、
一
九
〇
八
年
）、
三
四
頁
。

（
106
）  

富
岡
康
郎
『
学
説
比
較
法
理
圖
解
憲
法
研
究
書
』（
法
曹
閣
書
院
、
一
九
〇
三
年
）。

（
107
）  

瀋
家
本
・
伍
廷
芳
「
学
務
大
臣
覆
専
設
法
律
学
堂
並
各
省
課
吏
館
添
設
仕
学
速
成
科
摺
」
商
務
印
書
館
編
訳
所
『
大
清
光
緒
新
法
令
（
第
一
三

冊
）』（
商
務
印
書
館
、
一
九
一
〇
年
）。

（
108
）  
提
調
は
清
国
末
期
の
新
設
機
関
に
常
に
設
け
ら
れ
た
官
職
で
あ
る
。
そ
の
地
位
は
、
同
機
関
の
諸
事
務
を
処
理
す
る
高
級
官
員
に
相
当
す
る
。

（
109
）  

「
修
律
大
臣
訂
法
律
学
堂
章
程
」『
東
方
雑
誌
』（
第
三
巻
第
一
〇
期
、
一
九
〇
六
年
）、
二
四
九
〜
二
七
六
頁
。

（
110
）  

近
年
、
同
講
義
録
は
「
京
師
法
律
学
堂
筆
記
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
何
勤
華
ら
が
編
集
し
た
「
清
末
民
国
法
律
資
料
叢
刊
」
に
収
め
ら
れ
た
。
何

勤
華
ほ
か
編
集
『「
清
末
民
国
法
律
資
料
叢
刊
」
輯
要
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
111
）  

徐
世
虹
編
『
瀋
家
本
全
集
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
九
九
七
頁
。

（
112
）  

西
英
昭
「
清
末
民
国
時
期
法
制
関
係
日
本
人
顧
問
に
関
す
る
基
本
情
報
」『
法
史
学
研
究
会
会
報
』（
第
一
二
期
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
一
四
〜

一
三
〇
頁
。

（
113
）  

岩
井
尊
文
述
熊
元
翰
編
『
国
法
学
（
上
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
三
五
〜
三
六
頁
。

（
114
）  

岩
井
尊
文
述
熊
元
翰
編
『
国
法
学
（
下
）』、
三
頁
。

（
115
）  

小
林
好
信
「
岡
田
朝
太
郎
の
刑
法
理
論
」
内
藤
謙
編
『
刑
法
理
論
史
の
総
合
的
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
年
）、
一
七
八
頁
。

（
116
）  

彼
と
中
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
呉
迪
「
近
代
中
国
の
法
制
整
備
と
岡
田
朝
太
郎
」『
法
学
政
治
学
論
究
』（
一
一
四
号
、
二
〇
一
七
年
）、

一
五
九
〜
一
九
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
117
）  

「
京
師
法
律
学
堂
筆
記
シ
リ
ー
ズ
」
に
お
い
て
、
岡
田
の
口
述
し
た
『
法
学
通
論
』
と
『
法
学
通
論
：
憲
法
・
行
政
法
』
が
存
在
し
て
い
る
。

本
稿
は
、
後
者
に
収
録
さ
れ
た
憲
法
講
義
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
。

（
118
）  

呉
迪
「
近
代
中
国
の
法
制
整
備
と
岡
田
朝
太
郎
」、
一
八
一
〜
一
八
三
頁
。

（
119
）  

馮
玉
軍
『
百
年
朝
陽
』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）、
一
五
頁
。

（
120
）  

李
貴
連
『
瀋
家
本
伝
』、
三
七
九
頁
。

（
121
）  

東
呉
大
学
は
中
国
で
設
立
さ
れ
た
大
学
だ
が
、
そ
の
登
録
手
続
き
は
一
九
〇
一
年
六
月
に
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ
ー
州
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
東

呉
大
学
の
前
身
は
、
中
西
書
院
や
博
習
書
院
な
ど
教
会
に
よ
り
経
営
さ
れ
る
書
院
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
展
過
程
に
つ
い
て
は
、
王
国
平
編
集
『
東

呉
大
学
史
料
選
輯
』（
蘇
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
憲
法
を
含
む
全
て
の
法
学
分
野
に
関
わ
る
東
呉
大
学
の
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講
義
は
、
そ
の
断
片
的
な
資
料
は
散
逸
し
て
お
り
、
未
だ
そ
の
全
貌
の
再
現
は
難
し
い
段
階
に
あ
る
が
、
同
大
学
の
法
学
院
で
憲
法
の
教
鞭
を

執
っ
て
い
た
教
員
た
ち
が
中
華
民
国
の
憲
法
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
議
論
は
、
上
官
丕
亮
ほ
か
編
集
『
東
呉
法
学
先
賢
文
記
録
：
憲
法
学
・
行
政

法
学
巻
』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
東
呉
大
学
に
お
け
る
憲
法
学
講
義
の
一
端
を
看
取
で
き

る
。

（
122
）  
曾
憲
義
編
集
『
中
国
伝
統
法
律
文
化
研
究
（
第
六
巻
）』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
三
六
九
頁
。

（
123
）  
曾
憲
義
編
集
『
中
国
伝
統
法
律
文
化
研
究
（
第
六
巻
）』、
三
六
九
頁
。

（
124
）  

朝
陽
大
学
が
一
九
四
九
年
に
経
験
し
た
変
遷
に
つ
い
て
、
馮
玉
軍
『
百
年
朝
陽
』、
三
一
〜
三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
125
）  

朝
陽
大
学
法
科
講
義
の
編
纂
と
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
、
李
秀
清
「
品
読
朝
陽
」
李
秀
清
ほ
か
編
集
『
朝
陽
法
科
講
義
（
第
一
巻
）』（
上
海
人

民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
八
〜
一
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
126
）  

蘇
亦
工
「
整
理
弁
言
」
李
秀
清
ほ
か
編
集
『
朝
陽
法
科
講
義
（
第
二
巻
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
二
頁
。
ま
た
、
鐘
庚
言
た
ち

の
講
義
は
近
年
、
李
秀
清
ら
の
整
理
を
経
て
、『
朝
陽
法
科
講
義
』
を
題
で
前
記
「
清
末
民
国
法
律
史
料
叢
刊
」
の
一
大
部
分
と
し
て
上
海
人
民

出
版
社
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

（
127
）  

馮
玉
軍
『
百
年
朝
陽
』、
六
二
五
頁
。

（
128
）  

鍾
賡
言
『
憲
法
講
義
大
綱
六
篇
合
訂
』
李
秀
清
編
集
『
朝
陽
法
科
講
義
（
第
二
巻
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
二
七
頁
。

（
129
）  

鍾
賡
言
『
憲
法
講
義
大
綱
六
篇
合
訂
』、
二
八
頁
。

（
130
）  

鍾
賡
言
『
憲
法
講
義
大
綱
六
篇
合
訂
』、
二
九
頁
。

（
131
）  

鍾
賡
言
『
憲
法
講
義
大
綱
六
篇
合
訂
』、
三
三
頁
。

（
132
）  

鍾
賡
言
『
憲
法
講
義
大
綱
六
篇
合
訂
』、
二
九
二
頁
。

（
133
）  

鍾
賡
言
『
憲
法
講
義
大
綱
六
篇
合
訂
』、
二
九
八
頁
。

（
134
）  

馮
玉
軍
『
百
年
朝
陽
』、
二
八
八
〜
二
九
〇
頁
。

（
135
）  

馮
玉
軍
『
百
年
朝
陽
』、
三
四
〇
〜
三
五
二
頁
。

（
136
）  

前
掲
「
近
代
日
中
両
国
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念
の
定
着
と
展
開
」。

（
137
）  

程
樹
徳
、
胡
長
清
『
比
較
憲
法
』
李
秀
清
編
集
『
朝
陽
法
科
講
義
（
第
二
巻
）』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）、
三
一
〇
頁
。

（
138
）  

程
樹
徳
、
胡
長
清
『
比
較
憲
法
』、
三
五
二
頁
。
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（
139
）  

程
樹
徳
、
胡
長
清
『
比
較
憲
法
』、
三
五
三
頁
。

〔
付
記
〕　
本
研
究
は
、
二
〇
一
九
年
度
と
二
〇
二
〇
年
度
の
慶
應
義
塾
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

呉　

迪
（
ゴ
　
テ
キ
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
日
友
好
小
金
橋
談
心
会
　
理
事

　
　
　
　
　
　
撫
順
市
建
州
謙
有
経
貿
有
限
会
社
　
監
事

　
　
　
　
　
　
張
玉
陽
先
生
記
念
人
間
主
義
教
育
研
究
会
　
幹
事
長

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
法
文
化
学
会
　
法
制
史
学
会
　
北
東
ア
ジ
ア
学
会
　
基
礎
経
済
科
学
研
究
所
　
社
会

主
義
理
論
学
会

専
攻
領
域
　
　
比
較
法
制
史

主
要
著
作
　
　「
近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
二
二
号
（
二
〇

一
九
年
）

　
　
　
　
　
　「
近
代
日
中
両
国
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念
の
定
着
と
連
鎖
」『
法
学
政
治
学
論

究
』
第
一
二
五
号
（
二
〇
二
〇
年
）

　
　
　
　
　
　「
近
代
中
国
憲
法
学
の
誕
生
と
明
治
憲
法
学
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

論
文
集
』
六
〇
号
（
二
〇
二
〇
年
）


